


( 2 )

( 3 )

( 4 )

( 5 )

( 6 )

( 7 )

( 8 )

( 9 )

工事種別 新築 増築 増改築

構造種別

階 数

広告塔

煙 突

屋上付属物

増築計画

付帯工事

特別な荷重

倉庫積載床用

高 架 水 槽

キュービクル

主要用途

擁壁 門塀 車庫

KN

有 無

リフト

受水槽 

KN

KN

ホイスト KN

改修

鉄骨造

ダムウェーター

２

KN/m

KN

地下 - 階　  地上 2 階     塔屋 - 階

保育所
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DRAWING NO.

(ベースパック下)

構 造 設 計 標 準 仕 様

1.建築物の構造内容

2.使用構造材料

３．地 盤

４．地業工事

5.鉄筋コンクリート工事 6.鉄骨工事

8.その他

7.設備関係

( 1 ) コンクリート

捨コンクリート γ＝２．３

使 用 部 位 スランプ 比 重

1818普 通

種 類

その他( 1 1 )

１８ｃｍ γ＝２．３普 通

( 5 )

( 6 )

ボルト 鉄骨標準図による

高力ボルト Ｍ２０、Ｍ１６、

中ボルト　φ＝   φ＝　　　　高力ボルトすべり係数試験 否要

スタッドボルト　　　　　　

φ＝   H=    mm           

屋根、床、壁

( 1 )

( 2 )

地盤調査資料

無　（調査予定　　　　有　　　　無）

有（ 敷地内 近隣） ボーリング調査 標準貫入試験 土質試験

地盤調査計画

ボーリング調査

平板載荷試験

標準貫入試験 土質試験

静的貫入試験 物理探査

捨てコン 厚さ 6050

厚さ 60 100敷砂利 150

ベタ基礎 布基礎直接基礎

普通:Ｆ１０Ｔ 特殊:Ｓ１０Ｔ　認定品（

適用は　　印を記入する。

( 1 )

○位置図

○支持地盤、地層及び深さに

○孔内水位

○備考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

水平地盤反力係数の測定 平板載荷試験 静的貫入試験 物理探査

無有

水平地盤反力係数の測定

Ｍ22）

コンクリート

( 3 )

( 1 )

型　枠

m/m

部

種類

位

ン

ト 種

類

セ

メ

の

の

期  

間

置

温

気

均

平

存

ン
ク
リ

ト

ー

材

令

コ の

（旧）

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

Ａ種

Ａ種

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

シリカセメント

Ａ種

Ａ種

注）　２　　大ばりの支柱の盛りかえは行なわない。また、その他のはりの場合も原則として

行なわない。

注）　３　　支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）　４  盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注）　５ 　支柱の盛りかえは、小ばりが終わってから、スラブを行なう。

　　　　　 　一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

注）　６ 　上表以外のセメントを使用する場合は工事監督員の指示による。

5 N/mm
2

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打ち込み、

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センター

の技術評価をうけた測定器を用いて行ない、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごと

１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行ない、その平均値を試験値とする。

供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、

特別指示なき場合は、１回当たり６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンクリートの自由

落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士

または同等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中における打ち継ぎ時間間隔

の限度は、外気温が２５℃未満の場合は１５０分、２５℃以上の場合は１２０分以内とする。

調合計画は、工事開始前に工事監督員の承諾を得ること。

養生、管理方法など必要事項について、工事監督員の承諾を得ること。

に撮影した写真（カラー）を保管し承諾を得る。測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、

( 2 )

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンク

リート構造配筋標準図（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）」

による。

「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと（２００箇所を越える

外観検査　　　有　　　無、引張試験　　　有　　　無、超音波深傷試験　　　有　　　無

柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法は、　　Ｈ型（タガ型）　　Ｗ型（溶接型）　　Ｓ型（スパイラル

型）とする。

コンクリート及び鉄筋の試験は原則として公的試験機関で行なうこと。

代行業者名とは、試験、検査に伴う業者を代行する者をいう。

試験機関名　監督員の承諾した機関

鉄 筋

セメントは、JIS R5210の普通ポルトランドセメントを標準とする。

コンクリートの

圧縮強度

代行業者名　

施工はJASS5による

鉄骨標準図による

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行ない工事監督員に報告すること。

20℃以上

10℃以上

20℃未満

せ き 板

基礎、はり側、柱、壁

高炉セメント

B種

B種

シリカセメント

シリカセメント

スラブ下 はり下

支  柱

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

設計基準強度の

１００％

2828

2828

5

8

左記以外については

協議による。

3

4

6

設計基準強度

Fq(N/mm)
２

Fc(N/mm)
２

( 2 ) コンクリートブロック（ＣＢ）

Ａ種 Ｂ種 Ｃ種 厚　１００、 １２０、 １５０、 １９０、

( 4 ) 鉄 骨 鉄骨標準図による

鋼  材

種  類 使用箇所 備  考現場溶接

有 無

有 無

有 無

有 無

( 3 ) 鉄 筋

重ね継手

ガス圧接継手

D19以上（壁筋は除く）

D16以下

溶接閉鎖型

種  類

ＳＤ２９５Ｂ
異形鉄筋

溶接金網

継手工法径 使用箇所

１５０m をこえる場合は１５０m ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。一回に採取する

場所打ち杭については基礎リストによる

杭　　種 材  料 施 工 法 

鋼管

ＰＨＣ

鋼材 

ＲＣ ＰＣ

摩擦杭

ＰＨＣ（ 　　　　　　　　　　）Ａ種 Ｂ種 Ｃ種

Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種

　STK400 

( 2 )

　STK490 外殻鋼管付きＲＣ杭

備 考

床,壁,せん断補強筋,梁主筋

S6～S16
高強度

せん断補強筋 梁貫通孔補強筋

無有

地盤改良

( 3 ) 地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合

度

深 標準貫入試験 ○調査地番

もある。監督員の指示により平板載荷試験を行う場合がある。

土 質
Ｎ

普 通 １８ｃｍ γ＝２．３21 21

５㎝以上とする。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの  以下とし管の間隔を

設備機器の架台及び基礎については工事監督員の承諾を得ること。

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。

設ける場合は工事監督員の承諾を得ること。

1/3

建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

　　おそれがないものとすること。

１．建築設備（昇降機を除く。)、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽の

2.屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は

　　建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、

　　緊結すること。

3.煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は

　　無筋コンクリート造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90cm以下とすること。

　　鉄筋コンクリート造又は厚さが

4.煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5ｃｍ以上とした

25cm 以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造

　　若しくはコンクリートブロック造とすること。

5.建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

5-1.風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して、

　　　　安全上支障ない構造とすること。

5-2.建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを

　　　　設ける等又は可撓継手を設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

5-3.管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生じるおそれがある場合において、

　　　　伸縮継手有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

5-4.管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等

　　　　有効な地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

6.法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他

　　これらに類するものにあっては、建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他

　　の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

7.給湯設備は、支持構造部及び連結金物を腐食又は腐朽のおそれがないものとするほか、風圧、

土圧、水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障がない構造とすること。

3

9.0注）　１　　片持ばり、庇、スパン    ｍ以上のはり下は、工事監督員の指示による。

ＳＤ２９５Ａ

独立基礎  　試験掘

杭仕様　　　　施工計画書承認　　　　杭施工結果報告書

試験杭　　　（　有・　無）　　　（　打ち込み・　載荷）　　 　本

材料　　合板厚　１２  を標準とする。

５０ ６０４０３０２０１０

3

24

D10～D16

D19～D25 柱、梁の主筋

24

φ＝   H=    mm           

アンカーボルト　SS400　   M16   L= 400mm

ダブルナット　　　　　　　　

ダブルナット　　　　　　　　

コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品として施工に関してはJASS5(2009)による。

鉄筋はJIS G3112の規格品を標準とする。施工はJASS5(2009)による。

型枠存置期間（日数の短縮は認めない）

90

2

SM490A

捨型枠付版状立体溶接鉄筋   H=

１５ｃｍ

金属サイディング

7-1.満水時質量が15kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、

平成12年建設省告示第1388号第5に規定する構造方法によること。

耐久設計基準強度　Fd          短期          標準          長期          超長期

基礎～1階床(Fd対象)

品質基準強度

D19未満は、すべて重ね継手とする。継手（Ｄ１９以上）をガス圧接とする場合は、日本鉄筋継手協会

ＣＰＲＣＣＰＲＣ

ＳＤ３４５

ＳＤ３９０

ＫＳＳ７８５

ＳＳ４００ ＳＴＫ４００

ＳＴＫＲ４９０

ＳＭ９０Ａ，Ｂ

ＳＲ２３５

M20   L= 400mm

QL99-50

普 通 １８ｃｍ γ＝２．３18 18

ときは、２００箇所ごと）に１回行ない、１回の試験は５本以上とする。

構造体コンクリート現場の圧縮強度試験供試体（JASS5T-603)は、標準養生とし、

採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。また、打ち込み量が

ガルバリウム鋼板　t0.4

外構(土間コンクリート)

構造設計標準仕様書 S-01

一級建築士　第331629号

小谷 竜士

構造設計一級建築士　第9054号

（仮称）新上井草保育園 新築工事

( 1 ) 工事名称

建築場所 東京都杉並区上井草3-25(住居表示)

東京都杉並区上井草三丁目162-1(地名地番)

杭基礎　　　　支持層－

支持層－      ローム層

ALC板　型式　　　　　　　    　　　厚 100

デッキプレート　　　型式           厚 1.2

2階床～R階床

（A3）

65 KN

エレベーター 　　13人乗（ロープ式）

構造計算ルート 　X方向ルート 3　Y方向ルート 3( 1 0 )

ついてのコメント

2017.09

(仮称)新上井草保育園 新築工事

長期許容支持力度 100kN/㎡
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２ － １

２ － ２

表 示 記 号

鉄 筋 の

鉄 筋 の

折 り 曲 げ

２ － ３

鉄 筋 の 定 着

及び重ね継手

の 長 さ

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（単位ｍｍ）

§　２　共通事項

○特記なき場合は、本標準図に従うものとする。

又、本標準図になき場合は、建設省共通仕様書による。

○ｄは丸鋼では径、異形鉄筋では、呼び名に用いた数値とする。

§　１　一般事項

鉄筋のフック

３ － １

主 筋 の 継 手

２ － ４

継 手 一 般

２ － ５

２ － ６

鉄 筋 の あ き

２ － ７

か ぶ り 厚 さ

§　３　柱

圧接 継 手 重ね 継 手

●

●

○ 印 内に 継 手 中心 部 を設 け るこ と とす る

ｈｏ

ｈｏ／４

５０ｃｍ以上

ｈｏ／４

５０ｃｍ以上

ｈｏ

４００

ａ≧

約０．５Ｌ

以上ずらす

1

●

●

１ ． 圧接 継 手

ｄ ｄ’

ａ ｅ

間 隔：ａ≧４００ 芯ずれ：ｅ≦０．２ｄ 　ｄ’≧１．４ｄ

２ ． 重ね 継 手　 　 （下 記 の いず れ かと す る。 ）

Ｌ Ｌ1 1

約０．５Ｌ１．５Ｌ 以上1
1

３ ． Ｄ２ ９ ，Ｄ ３ ２の 継 手 は圧 接 とし な けれ ば なら な い 。

４ ． 鉄筋 径 の差 が ７を こ え る場 合 は圧 接 とし て はい け な い。

● ● ●

●

● ●

○ 下 記の １ ．～ ６ ．に 示 す 鉄筋 の 末端 部 には フ ック を つ ける 。

１ ．あ ば ら筋 及 び帯 筋 　 　２ ． 煙突 の 鉄筋

３ ．柱 及 び梁 （ 基礎 梁 を 除く ） の出 す み部 分 の鉄 筋 （ 下図 参 照）

柱梁

上 図 の ● 印 の 鉄 筋 の 末 端 に は フ ッ ク が 必 要 。

４ ．単 純 梁の 下 端筋 、 片 持ち ス ラブ の 上端 筋 の先 端

５ ．最 上 階及 び これ に 準 ずる 箇 所の 柱 頭の 四 隅の 鉄 筋

６ ．杭 基 礎の 基 礎筋 （ ２ 本以 上 の杭 の ベ－ ス 筋）

粗骨 材 の最 大 寸 法の １ ．２ ５ 倍以 上

鉄 筋径 が 異な る 場合 は 大 きい 方 によ る 。

○ 鉄 筋の あ きは 、 原則 と し て下 記 によ る 。

異形 鉄 筋　 　 　 　　 １ ．５ ｄ 以上 か つ
２ ５ 以上

ｄ ｄ

鉄 筋 の あ き

○ 鉄 筋に 対 する コ ンク リ － トの 設 計か ぶ り厚 さ と最 少 か ぶり 厚 さ

屋    内
構 造 部 分 の 種 別

部     位
屋    外   

土 に 接 し な い

部     分

土 に 接 す る

部     分

耐 力 壁 以 外 の 壁

柱 ・ 梁 ・ 耐 力 壁 ・ 擁 壁

床 ス ラ ブ ・ 屋 根 ス ラ ブ

耐 力 壁

基 礎 ・ 擁 壁

床 ス ラ ブ ・ 屋 根 ス ラ ブ
４ ０ （ ３ ０ ）

４ ０ ５ ０ （ ４ ０ ）

５ ０

７ ０

３ ０

煙 突 な ど 高 熱 を 受 け る 部 分 ６ ０ ６ ０

注 )

す る こ と 。

２ ． 打 ち 放 し 仕 上 に 対 し て は 、 １ ０ 以 上 打 増 し

最 少 か ぶ り 厚 さ を 示 す 。

１ ． （ 　 ） 内 の 数 値 は 係 員 の 承 認 を 得 て で き る
かぶり厚さ

３ － ２

主 筋 の 定 着

３ － ３

副 　 帯 　 筋

帯 　 　 　 筋

ｈｏ／２＋１５ｄ以上

ｈｏ

４００以上

４００以上

ｈｏ

ｈｏ／２＋１５ｄ以上

Ｌ

Ｌ2

2

１５０以上
Ｌ2

○ 柱 頭の 四 隅の 鉄 筋 には フ ック

を つ ける こ と。

た だし 定 着長 さ Ｌ を確 保 でき

る 場 合は こ の限 り で ない 。

Ｄ Ｌ

ｅ／Ｄ＞１／６

1

フープ２本束ね

アップとする。

または１サイズ

Ｄ

ｅ／Ｄ≦１／６

柱 径が 異 な る場 合

○ 第 一帯 筋 （Ｄ １ ３以 上 使用 の 事 ）は 、 梁面 に 入れ 、 そ の間 を 設計

帯 筋の 加 工は 下 図に よ る。

ピ ッチ 以 下に 割 り付 け る。

第 １ 帯筋

直 交
ば り

第１ 帯 筋

Ｐ

Ｐ
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃
〃

〃

計

ピ
ッ

チ

以

下

設

1.5P

以下

１３５°フック

交互配列

副帯筋

スパイラル筋

６
ｄ
以
上

６
ｄ
以
上

６
ｄ
以
上

６
ｄ
以
上

ス パイ ラ ル筋 の 末端 処 理 及び 継 手は 下 記の と お りと す る。

１３ ５ °の フ ック を つ ける 。

２ ．重 ね 継手 は 重ね 長 さ ５０ ｄ 以上 と し、 １ ２ ｄ以 上 の余 長 をも つ 曲

１ ．末 端 は１ ． ５巻 以 上 の添 巻 きを し 、６ ｄ 以 上の 余 長を も つ曲 げ 角

げ角 ９ ０° の フッ ク を つけ る 。

溶接の場合スパイラル筋末端部

ｄ

ｄ
６
ｄ
以
上余

長

６
ｄ
以
上余

長

５ｄ
２ｄ

ｄ

２ｄ
l

１．５巻以上の
添巻

の場合１０ｄ以上

の場合５ｄ以上

l：片面溶接

両面溶接

スパイラル筋中間部（重ね継手）

余長６ｄ以上

９０°折り曲げ余長

１２ｄ以上

９０°折り曲げ

余長１２ｄ以上

１３５°折り曲げ

余長１２ｄ以上

５０ｄ以上５０ｄ以上

且つ３００以上

１３５°折り曲げ

、且つ３００以上

ｄ

ｅ

ｅ

３ － ４

補 　 助 　 筋

４ － １

主 筋 の 継 手

４ － ２

主 筋 の 定 着

４ － ３

あ ば ら 筋

副 あ ば ら 筋

巾 止 筋 ２ 段 配筋 の 場合
○補 助 筋は Ｄ １０

り 付 ける 。

６ ０ ０以 内 に割

（ ９ φ） を ピッ チ４ ｄ以 上

 隅 筋

４
ｄ
以
上

４ ｄ以 上

§　４　梁

た だし 圧 接の 場 合 は、 柱 面よ り ５０ ０ 以 上は な すこ と 。

印 内 に継 手 中心部 を 設け る こと 。

ｌｏ／４ １５ｄ以上
Ｌｃ

２０ｄ以上

ａ

こえ る こと を 原 則と す る。

ａ

ａ　／ａ　≦１／６

２

Ｌ
Ｌ2

2 ＊

Ｌ ＊＝Ｌ ＋５ｄ2 2

最  上  階

Ｌ

Ｌ ＊

Ｌ ＊2

2

2

ａ

ａ　／ａ　＞１／６
ａ

１

２１
２

１

２１

一  般  階

Ｌ 2

つり筋２－Ｄ１３（束ね筋）以上とする。

梁 成 が異な る 場合

（水平に定着してもよい）

ｅ ｅ

ｅ／Ｄ＞１／６
Ｄ

ｅ／Ｄ≦１／６
Ｄ

Ｌ2

つり筋２－Ｄ１３（束ね筋）以上とする。

○ あ ばら 筋 の加 工 は 下図 に よる 。

は ス ラブ 付 の場 合 に限 る 。

○ 　 はピ ッ チ２ ｐ で 交互 配 置と す る。

○ 溶 接継 手 は、 帯 筋 の項 を 参照 の

間 を設 計 ピッ チ 以 下に 割 り付 け る。

は 梁 成の 大 きい 場 合 とす る 。

第 １あ ば ら 筋 ○ 第 １あ ば ら筋 は 柱 面に 入 れ、 そ の

設 計ピ ッ チ以 下

２

７ ８

４  ６ ７

６

２５ｄ

１

６
ｄ
以
上

６
ｄ
以
上

８
ｄ

以
上

４３２ ６
ｄ
以
上

８ｄ以上

６
ｄ
以
上

８
ｄ

以
上 ８
ｄ

以
上

６
ｄ
以
上

８
ｄ
以
上

６
ｄ
以
上

５ ６
７ ８

キャ ッ プタ イ

こ と。

Ｌ 1

腹 筋

Ｐ Ｐ〃 〃 〃 〃〃

ｌｏ／４ｌｏ／４ ｌｏ／２

Ｌｃ Ｌ １

D

ｌｏ

折り 曲 げ起 点 は 柱せ い の 0.5Dを

0.75D以上

(投影定着長さ）

Ｄ

ｌｏ／４D

Ｌ １

は 日 本建 築 学 会「鉄 筋コ ン クリ － ト 構造 計 算規 準 」１ ７ 条に よ る 。

と す るこ と が でき る 。

３ ．表 中 にな い 種 類の鉄 筋を 用 いる 場 合 、下 端 筋の 定 着の 長 さ以 外

４ ．梁 及 びス ラ ブ 筋の定 着の た めの 中 間 折り 曲 げに あ って は 表中 の

５ ．軽 微 な個 所 に ついて は、 係 員の 承 認 を得 て 定着 長 さを ２ ０ｄ 程 度

か ら 折り 曲 げ る。

定 着 長さ Ｌ （ 又はＬ ＊） に かか わ ら ず、 柱 及び 梁 の中 心 をこ え て

１ ．末 端 のフ ッ ク は、定 着及 び 重ね 継 手 の長 さ には

含 ま ない 。

２ ．直 径 の異 な る 鉄筋の 重ね 継 手の 長 さ は細 い ほう の 鉄筋 の 公称 直

Ｌ

径 と する 。

コンクリ－トの割裂のおそれのある部分はＬ２＊とし、　　　　　　とする。Ｌ ２ ＊ ＝ Ｌ２ ＋ ５ ｄ

● ●

鉄筋 の 表示 記 号 は下 表によ る 。

記 　 　 号

異 形 鉄 筋 Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９Ｄ１０ Ｄ３２

●

フ ッ クの あ る場 合

本 数 に差 が ある 場 合

圧 接 継手 表 示

フ ッ クの な い場 合

多い

少ない

鉄筋 末端部 補助筋の余長は、すべて４ｄ以上

鉄筋の
折り曲
げ角度

図 鉄筋の種類
鉄筋の折り

り寸法
曲げうちの

（Ｄ）
鉄筋の余長 備  考

１８０°

１３５°

９０°

ｄ Ｄ

余
長

Ｄ

余
長

ｄ

ｄ
Ｄ

余長

ＳＤ２９５Ａ，Ｂ

ＳＤ２９５Ａ，Ｂ

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ａ，Ｂ

ＳＤ３４５

４ｄ以上

Ｄ１９～Ｄ３８

Ｄ１６以下

以上３ｄ

以上８ｄ

６ｄ

４ｄ以上

以上

梁の

キャップタイ

スラブつき

鉄筋 中間部

鉄筋の
折り曲
げ角度

図 鉄筋の使用箇
所による呼称

鉄筋の
径によ
る区分

鉄筋の
種 類

鉄筋の折り曲げ
うちのり寸法（Ｄ）

９０°
以下

ｄ
Ｄ

あばら筋

スパイラル筋
帯　　筋

i） Ｄ１６以下

Ｄ１９以上

Ｄ１６以下

Ｄ１９～Ｄ２５

ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ａ

４ｄ

６ｄ

４ｄ

３ｄ 以上

以上

以上

以上

Ｄ２９～Ｄ３８

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ｂ

８ｄ 以上

ﾒｰｶｰ使用による。

９０°

８ｄ以上

ﾒｰｶｰ仕様による

１８０°
１３５°

ＳＤ３９０ ５ｄ以上

ﾒｰｶｰ仕様による

ＳＤ３４５

ＫＳＳ７８５

ii)

i）以外の鉄筋

ＫＳＳ７８５

鉄筋の
種 類

コンクリ－ト
の設計基準強
度の範囲

２

定 着 長 さ Ｌ

重 ね 継 手 の 長 さ

（Ｌ ）１

小  梁
床 ス ラ ブ

屋 根 ス ラ ブ

下 　 ば 　 筋 （Ｌ ）３

一  般

２（Ｌ ）

ＳＤ３９０

ＳＤ２９５
（Ａ，Ｂ）

ＳＤ３４５

10d かつ
15cm 以上

（　　 ／ｍｍ ）N

45d または

35d フックつき

40d または

30d フックつき

35d または

25d フックつき

45d または

35d フックつき

40d または

30d フックつき

25d または
15d
フックつき

18

27

21,24

30,33

36

21,24

27

30,33

36
35d または
25d フックつき

40d または
30d フックつき

35d または
25d フックつき

30d または
20d フックつき

40d

鉄筋コンクリート構造配筋標準図 1 S-02
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Adm. DRAWN BY CHECKD BY MEMO JOB NO. PROJECT TITLE SCALE

DATE

SIGN

DRAWING NO.

４ － ４

補 　 助 　 筋

４ － ５

４ － ６

片 　 持  梁

小 梁 及 び

ａ ） 小 　 梁

継 　 　 　 手

定 　 　 　 着

ｂ）片持梁の

定 　 　 　 着

基 礎 梁 及 び

基 礎 小 梁

ａ）基礎梁の

継手及び定着

ｂ）基礎小梁の

継手及び定着

４ｄ 以 上

Ｄ

つり 筋

巾 止 筋

腹 筋

受 筋

以
上

４
ｄ

ｂ

４
ｄ

以
上

腹 筋

巾止筋

受 筋
つり筋

Ｄ＜４００ 不要

４００ ）≦６００ ２－Ｄ１３（Ｄ

Ｄ ９００≦６００

Ｄ 以内Ｄ１３＠３００９００

Ｄ１０
以内で割り付ける（９φ） ＠１０００

。
Ｄ１０

（９φ） 以内で割り付ける＠１０００

。

≦

＜

＜

）４－Ｄ１３(

１段

２段

ｌｏ／４ｌｏ／２ ｌｏ／４

Ｌ １Ｌｃ

Ｌ １

ｌｏ

印内 に 継 手中心 部を 設 ける こ と 。た だ し圧 接 の場 合 は

１５ｄ以上ｌｏ／４Ｌ 2

斜め可 １５ｄ以上Ｌｃ

斜め可
下向き可

２０ｄ以上２０ｄ以上

ｌｏ
ｌｏ／６ ｌｏ／４Ｌ 3

不 連 続 端 連 続 端

○下 端 筋は 水 平定 着 で も可 。

Ｌ１５ｄ以上 ２ ｌｏ／３ 2

Ｌ 又はＬ 23

元端先端

ｌｏ

ｌｏ／２ ｌｏ／４

ｌｏ

ｌｏ／４

１５ｄ以上
Ｌｃ

ＬＬ

Ｌ2

2１

２０ｄ以上

地反力を受けない場合

ｌｏ

ｌｏ／４ｌｏ／４ ｌｏ／２

2

１

Ｌ

Ｌ

２０ｄ以上
ｃ

地 反 力 （ ま た は 杭 反 力 ） を 受 け る 場 合

ｌｏ／４ ｌｏ／４ｌｏ／２

２０ｄ以上 ２０ｄ以上２５ｄ以上 Ｌ

Ｌ

ｃ

Ｌ

Ｌ

ｌｏ／６ １５ｄ １５ｄ2

１

ｌｏ／４
以上以上

ｌｏ不 連 続 端
連 続 端

地 反 力 を 受 け る 場 合

○ 地中小梁で、地反力を受けない場合は、小梁に準ずる。

柱面（地中梁の場合は、梁面）より５００以上はなすこと。

印内に継手中心部を設けること。ただし圧接の場合は、

連 続 端不 連 続 端

梁 面 よ り５ ０ ０以 上 はな すこ と。

ｌｏ／6

2
Ｌ

６ － １

定着及び継手

６ － ２

補 　 強 　 筋

７ － １

７ － ２

独 立 基 礎

杭 　 基 　 礎

ａ ） 既 製 杭

ｂ ）

現 場 造 成 杭

４ － ７

５ － １

梁の貫通補強

鉄筋の折り曲

げ 及 び 定 着

５ － ２

継 　 　 　 手

５ － ３

片 　 持 　 ち

ス 　 ラ 　 ブ

５ － ４

補 　 強 　 筋

あ ば ら 筋 と 同 径 、 同 数 で ＠ １ ０ ０ 以 下 と す る 。
Ｌ ２

とす る 。
○ 孔が 複 数の 場 合 は中 心 間隔 を 、

径（ φ ）の ３ 倍 以上 と する 。 また
位置 は 原則 と し て、 ス パン （ ｌｏ ）

の中 央 Ｄ／ ２ の 範囲 内 とす る 。
の中 央 部ｌ ｏ ／ ２の 範 囲内 で 、梁 成

○ 梁幅 が ４０ ０ を 超え る 場合 は 、

Ｄ １３ を Ｄ １６ に 変え る か又 は 、
２ －Ｄ １ ３ を３ － Ｄ１ ３ に変 え る。

○ 梁貫 通 孔は 、 は り成 の １／ ３ 以下

○補 強 筋の 程 度

１ ．φ が １ ００ 未 満の と き補 強 を必 要 と しな い 。
２ ．梁 貫 通 補強 筋 は原 則 とし て 既製 品 を 用い る こと 。

Ｌ ２ 斜 筋

横 筋

縦 筋

Ｌ
2

φ

§　５　スラブ

ｌｘ／４ｌｘ／４
ｌｙ

ｌｘ／４

ｌｘ／４

ｌｘ

Ａ

Ｂ ＤＤ

ＡＣ

Ｃ Ｃ

Ｃ

Ｌ2 ベンド筋１３以上 ベンド筋Ｄ１３以上１５ｄ以上

ｔ

１０ｄかつ１５０以上

１５ｄ以上

継 手 位置 は 原則 と して 下 表 によ る 。

上 端 筋

下 端 筋

短 辺 方 向

長 辺 方 向

短辺・長辺方向

Ｂ

下 端 筋 は２ ５ ｄ以 上
先 端に 荷 重の あ る場 合 。

受 筋Ｄ １ ６Ｌ

Ｌ2

2

1

ｌ

開口 補 強 Ａ ： 開口 面 積

Ａ≦ ０ ．３ ｍ ０． ３ ｍ  ＜ Ａ ≦１ ． ０ｍ
２ ２２

か つ ｌ ≦０ ． ６ｍ か つ ｌ≦ １ ． ０ｍ

２－Ｄ１３

４－Ｄ１３

４－Ｄ１３

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

Ｌ Ｌ

Ｌ
Ｌ

ｌ1

1
1

1

ｌ

Ｌ

Ｌ

1

1

注 ）ス ラ ブ筋 を 切断 し な い場 合 は補 強 を要 し な い。

段違 床 Ｒ Ｃ 壁 ・Ｃ Ｂ 壁が 床 にの る 場 合

各Ｄ１３

Ｄ以下

Ｄ１３
Ｄ１０＠２００

Ｌ

Ｄ

４５°

２Ｄ

かつスラブ厚以上

（ダブル）

Ｌ 2

１０００

屋上 ス ラ ブ隅 角 補強

３－Ｄ１３

３－Ｄ１３

（Ｌ＝１，５００）

（Ｌ＝１，５００）

６
０

０

縦 横 共

６００
６φ＠１００

溶 接 金網

鉄 筋に よ る 方法 溶接 金 網 に よる 方 法

上端筋 下端筋

９００≦ｌ≦１２００

１２００＜ｌ≦１５００

ｌ＜９００ ４－Ｄ１３

５－Ｄ１３

５－Ｄ１３

不要

不要

５－Ｄ１３（ｌ；上端筋の１／２以上）

標 準 継 手 位 置

Ｄ

 　　　Ｂ

Ａ　　　Ｃ　

７ － ３

７ － ４

継手及び定着

べ た 基 礎

基礎と基礎梁

８ － １

階 　 　 　 段

８ － ２

リ － ト

土 間 コ ン ク

８ － ３

増 打 補 強

柱

横筋

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ2

2

2

1

梁 梁

同径 、 同ピ ッ チ と
する 。 縦筋

さ し 筋は 、 壁 筋と

○ 定 着 及び 継 手長 さ はＬ ２ と する 。 ただ し 土圧 を 受け る 壁 の外 側

鉄 筋 の定 着 はＬ ２ ＊と す る 。

よ る 方法

開 口 部

鉄 筋に よ る方 法

溶 接 金 網に

Ｌ

２
Ｌ

Ｌ

ＬＬ

Ｌ Ｌ

２
Ｌ

Ｌ

2

2

2 2

2

2

22

2 ６
０
０

６φ＠１００

６００

３００３００

６００

３
０
０

注 ）参 照

注 ）○ 斜 筋 を、 縦 ・横 補 強筋 で 、 おき か える 場 合は 、

○ 壁 筋 を切 断 しな い 場合 は 、 補強 を 要し な い。

図 面 によ る 。

交 差 部
Ｌ  （ 定 着長 さ ）2

端 部

１２０以下 １５０ １８０以上

－Ｄ１０＠２００

Ｄ１

Ｇ．Ｌ．

１ ０以 上 １ ０以 上 打 増し

４ ５°Ｄ ｄ

ａ ｂｂ

ａ＝Ｄ ＋２ｄの範囲

主筋間隔は２００以下

ｂの範囲

主筋間隔の１．５倍かつ

３００以下

１

１ ０以 上 打増 し

Ｌｃ

３
０

０
以

上 ２
０

ｄ
以

上

Ｄ

９０°フックも可

以 上 Ｄ
５

０

１
０

０
５

０

４０ｄ以上

（フック付）

φ ２φ

コンクリ－ト充てん

杭頭補強筋

○ 杭頭 補 強 筋

４５０φ：１０－Ｄ１３　５００φ：８－Ｄ１６　６００φ：１０－Ｄ１６

Ｈｏｏｐ： ○－Ｄ１０＠１５０

３００φ： ６－Ｄ１３　３５０φ：６－Ｄ１３　４００φ： ８－Ｄ１３

○Ｐ Ｃ 及 びＰ Ｈ Ｃ杭 は 杭径 以 上 、現 場 造成 杭 は１ ｍ 以 上

支 持 層 に貫 入 する 。

○立 上 り 部が 、 ４０ ｄ 以上 の 場 合は 、 フッ ク 不要

○基 礎 リ スト に よる 。

縦補強筋

縦補強筋

縦補強筋

2-縦補強筋

2-縦補強筋

2-縦補強筋

4-縦補強筋

4-縦補強筋

§　７　基　礎

§　６　壁

2-縦補強筋 4-縦補強筋

１０ 以 上

４ ｄ

Ｇ．Ｌ．

継手 位 置（ 区 分図 は ５－２ 項 で上 端 筋と 下 端 筋を 読 みか え る）

１５ｄ以上
ｌｏ／４

ａ１／ａ２≦１／６

Ｌ

Ｌ

ａ１

ａ２

2

3

ｔ

１５ｄ以上

肩筋（主筋の径以上とする。）

Ｄ１３＠２００ダブル

Ｌ

Ｌ

2 2

２－Ｄ１６以上

Ｄ１３＠２５０ダブル
○ 補 強 部 の 厚さ は

梁 巾 とす る 。

３００

§　８　その他

片持階段

４－Ｄ１３

ｌ

ｌ
壁縦筋Ｄ１３以上

（ダブル）

受筋Ｄ１３

主筋２－Ｄ１３

イナズマ筋

Ｄ１０＠２００
下端筋定着

Ｌ 2

Ｄ１０

Ｌ3 ｔ≧１８０

Ｌ

Ｌ Ｌ
2

2

2

２－Ｄ１３

Ｄ１３

スラブ上端筋と同径同ピッチ

Ｌ
2

Ｒ Ｃ壁 ・ ＣＢ 壁 の補 強

Ｄ１０

Ｄ１３

ｔ ２ｔ

Ｌ2

Ｄ１０＠２００　ｌ＝４００

５００以上

ｔ

柱
フ－プ筋と同径、
同ピッチとする。 梁 主筋と同径

補強筋
ｔ

３００以上

あばら筋と同径、同ピッチとする。

ｔ

３
０

０
以

上

主筋と同径

補強筋

主筋と同径主筋と同径

○補 強 筋（ 定 着は ２ ０ ｄ以 上 とし 明 記の な い場 合 は 、下 記 によ る 。）

１００＜ｔ≦２００　Ｄ１６　＠３００

５０＜ｔ≦１００ 　Ｄ１３　＠３００

２００＜ｔ≦３００　Ｄ１６　＠２００

は増打部分を示す。

Ｄ１３ ｔ

Ｄ１０

１５ｄ以上

イナズマ筋Ｄ１０＠２００

ｔ

１５ｄ以上

Ｌ

ＬＬ

1

22

ｔ

Ｌ3

ｌｏ／４ｌｏ／４ ｌｏ／２

ｌｏ

スラブ階段

ｔ≦５０補強なし

３００以上

Ｄ１９
腹筋に準ずる

下端筋定着

鉄筋コンクリート構造配筋標準図 2 S-03
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使　用　材　料

鋼　材 使用箇所材　料

高力ボルト

現場締付け

一次締め　：標準ボルト張力の７０％程度

　　　　　　（トルク値：１５００　　　)

二次締め　：マーキングを施した後、標準ボルト

　　　　　　張力が得られるように締付ける。

高力ボルトは「ＪＩＳ　Ｂ１１８６の高力ボルト」を標準とする。 

摩擦面の処理は黒皮などを座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、

グラインダー掛け等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した、

赤さび状態ですべり係数0.45以上確保できるものを標準とする。

高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、

原則として２度締めとする。

締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか

検査する。

kg･cm

高力ボルトは特殊型Ｓ１０Ｔ（Ｍ16～Ｍ22）とする。 （１）鉄骨工事は指示のない限り下記による

　　　日本建築学会「ＪＡＳＳ６」

製作工場

材料規格証明書または試験成積書

鋼材

製作要領書

施工計画書

高力ボルト 特殊ボルト スタッドボルト

（３）工事監理者に検査報告連絡し指示を受けるもの

現寸検査

建方検査

工作図

社内検査表

組立・開先検査

(4)接合部の溶接は下記によること

日本建築学会「溶接工作基準、同解説 　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

（２）工事監督員の承認を必要とするもの

現場溶接施工法試験

鉄骨工事

　　　日本建築学会「鉄骨工事技術指針」

　　　鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

　　　日本建築学会「鉄骨精度検査基準」

日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」

　　　(社）鉄骨建設業協会「突合せ継ぎ手の食違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

締付けの順序は部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは

BCR295

塗装

適用場所 ケレン 防錆塗料 　備考　

一般部 第２種 ２回塗り

接合部の検査

ＵＴは突き合せ溶接の内（角鋼管のＲ部を含む）指定抜取率について行い、

その場合の費用は、鉄骨製作者の負担とする。

　３０

１００

注）現場溶接部については第三者による全数検査を行うこととする。

１００

検査箇所 検査方法
検査率％

社内 第三者
備考

１００突き合せ溶接部

全 溶 接 部

第三者検査機関名

マクロ試験・その他

超音波深傷試験

外観（目視）検査

工事監督員

第三者検査機関とは、建築主、工事監督員又は工事施工者が、

受入れ検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

不良率が5％以下の場合、当該検査ロットを合格と判定する。

ロットが不合格の場合は、さらに30％の追加検査を行い、トータルの

不良率が5％以下の場合、当該検査ロットを合格とする。追加検査に

不合格の場合は、全数検査を行うこととする。

監督員が承諾した機関

国交省告示
1464号に
関する溶接部
の検査

鉄骨製作工場

ボルトの軸力導入試験

鉄  骨  標  準  図　１

SS400

SS400

製品検査

JISK5674

SN490C

告示 1464号に関する検査

立合い

立合い

スタッドボルトの打撃試験

鉄骨標準図 1 S-04

Ｍグレード以上
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SN400BＨ形鋼

Ｈ形鋼

Ｈ形鋼

鋼板 通し板

大梁

柱角形鋼管

小梁､片持ち梁

（A3）

耐風梁

2017.09

S10T

ベースパック仕様による

F8T

SS400

SS400

STK400鋼管

高力ボルト

メッキボルト

アンカーボルト

アンカーボルト 間柱

柱

角形鋼管 STKR400

山形鋼

P2

P0､P0A､B0､B0A

P1

鋼板 SN490B 内ダイアフラム
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注）Ｓはサイズを示し、ｔは　　，　　の薄い方の板厚とする。ｔ ｔ１ ２

ｆ　０．１Ｓ＋１＜
＝

ｔ
Ｓ

Ｓ

Ｓ

ｔｆ

Ｓ

Ｄ
Ｓ

Ｄ

６０゜

６０゜

ｔ

２

１

２

ロ：柱梁仕口　（ｔ＜１６）

イ：一　　般　（ｔ＜１９） イ：一　　般　（ｔ≧１９）

ロ：柱梁仕口　（ｔ≧１６）

Ｓ

Ｄ
イ

位置 ｔ

Ｓ

Ｄ
ロ

１２ １４ １６９６

６ ７ ９ １０ １２

８ １６１４１１

７

８

１９ ２２ ２５

８．

３．

９．

３．

１０

４

３２ ３６

１２

３８ ４０２８

５． ６． ９

８．

９．

１０

１０ ９．

１３

１０

１５

１０

１７

１０

１８ １９

１０

５

７

３

４

６

６

４

３

７

３ ６

４

５

５

５

１１．

１１．

１０． １２． １２．

１０．

ｔ１

ガスシールド手自動溶接

１００mm

６０mm

アーク手溶接

サブマージアーク自動溶接

エンドタブの長さ　（Ｌ）

共通事項

２　突き合せ溶接の末端は全てエンドタブを使用のこと

グラインダー仕上げとする。

注）エンドタブは５～１０mm残しガス切断し

＝
＜
＝

＜

板に段差がある場合の処理要領

１

２

１
２２

ｔ
ｔ

P-6 12x40～

ｔ　　４ ｔ
ｔ

１
５

P-6 12x40～

＜
＝ >

3　ルート間隔、開先形状は工作要領図に表し設計者の承認を得ること

W1

隅肉溶接

エンドタブ

L

エンドタブ

エンドタブ

Ｇ １１

ｔ
1

溶 接　基 準  図  

突合せ溶接

W2

突合せ溶接

W3

0～
2

P-6x40

0～
2

P-9x40

6

7

45ﾟ

35ﾟ

ｔ

ｔ

6

7

t 19>

2

ガウジング
０

０

45ﾟ

45ﾟ

60ﾟ

3

ｔ

ｔ

ガウジング

t/3

2t/3

突合せ溶接

W4

7

0～
2

P-9x25

0～
2

7

P-6x25

35ﾟ

ｔ

s

ｔ

s

45ﾟ

突合せ溶接（角鋼管現場溶接）

W6

＜
＝

Ｐ－９ｘ２５Ｌ

ｒ＝１０

３
５
Ｒ

２０

W5

突合せ溶接（現場溶接）

ｔ

ｓ

０
～

２

ｒ＝１０

７ ３５゜

50
Ｒ

t 19>

　　　　　３８　の時　　　＝４０

　　　　　４０　の時　　　＝５０３８＜

　　　　　３２　の時　　　＝３５

2 L

１

１

１

１３２＜

＜

＜

１

＜

＝

＝

＝

ｔ
2

ｔ
2

t1

t1

ｔ1

ｔ1

ｔ1

1 裏あて金はSN490規格品

柱

現場溶接部

4
0

3
5 1
0

9

3
5
ﾟ

7

5 2

6  60-120

裏当金リング

（外）

（上）

（下）

L

L

L

L

＜
＝

>t 19

t/4 S 10＜
＝

＜
＝6 t 19＜

＝
＜
＝6 t 19＜

＝
＜
＝6 t 19＜

＝

＜

L L

２ｔ　　４

L L母材厚さ　２５　ｔ　４０はP-9を P-12と換える

梁フランジ

裏当て金との組立溶接

エンドタブ

エンドタブ

母材との組立溶接はしない

母材との組立溶接

（開先内）

柱
フ
ラ
ン
ジ

*1

:この組立溶接はガスシールドアーク溶接、

もしくは低水素系溶接棒を用いた被覆アーク溶接と

しなければならない。

*1

分離形裏当て金 （スカラップを設けない場合に適用する。）

通し形裏当て金 （スカラップを設ける場合に適用する。）

裏当て金

5～ 10㎜ 5～10㎜5～ 10㎜

組立て溶接

5～ 10㎜

裏当て金

組立て溶接

エンドタブ：裏当て金に取付ける。

分離形裏当て金

裏当て金

5～ 10㎜ 5～ 10㎜

組立て溶接

5～ 10㎜

組立て溶接

エンドタブ：裏当て金に取付ける。

通し形裏当て金

5～10㎜

裏当て金

隅肉溶接　S=4～ 6㎜,1パス,長さ=40～ 60程度とする。

隅肉溶接　S=4～ 6㎜,1パス,長さ=40～ 60程度とする。

エンドタブの組立溶接 裏当て金の組立溶接

鉄  骨  標  準  図　 2

且つ　3t ,3t とする１ ２

５０mm

S＝10t/4

鉄骨標準図 2 S-05
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共　通　事　項

（１）　仕口部材は、下階の柱と同厚とする。

　　　　最大板厚の2サイズアップ以上の厚さとする。

A部詳細

溶接すること。

（3）　溶接継手W2,W3,W4の末端は、すべてエンドタブ使用のこと。

（4）　溶接継手は、ノンスカラップ工法とする。

（２）　通し板はSN490Cとし、特記を除き取り合う柱梁のフランジプレートのうち

e - 81 0

4 0

e

7

2

3 5°

t d- t f+ 2

t d t f

ウェブ

梁フランジ

裏当て金

② 大組立て、裏当て金取付け

③  裏当て金取付け、 ④ 隅肉溶接
完全溶け込み溶接、隅肉溶接 完全溶け込み溶接、隅肉溶接

①　ＢＨ組立て

（5）　梁フランジと通し板の溶接継手W2 は、梁フランジを通し板の板厚内で

鉄骨標準図 3 S-06

鉄 骨  標  準  図　3
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注入口

ボルト孔

:柱心とテンプレ－トのけがき線との

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2007年版より ）

A

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料,SS490】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

2

2017年5月作成

構成部材 ベースプレート

柱脚の定着方法概要

アンカーボルト（Dアンカーボルト）

アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

Mナット・Dナット

定着座金 注入座金

フレームベース

形状・材質 配筋

基礎立上がり

基礎工事

アンカーボルト据付け

配筋およびコンクリート打設

建方

アンカーボルトの本締め（弛み止め）

ベースパックグラウト

約
３
０

ｍ
ｍ

注入座金

Dナット

Dナット(S)

B.PL

A.Bt

２/３　程度

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

レベルモルタル

(ベースパックグラウト)

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋(6kg)に対して、計量カップで

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の

自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

で組立てを行う。

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより

行い、標準許容差は下図による。

●レベルモルタルはベースパック

グラウト（グラウト材）を使用し

大きさは右図による。

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本(8本)

●本締めはグラウト材の充填前に行い、

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。

●Dナット(S)による弛み止めは右図による。

ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

図

基準高さより誤差は

許容差

-3≦e≦10

-2≦e1≦2

容

差

標
準
許

テ
ン
プレ

－
ト

中
心
線

柱
心

柱
心

ダブルナットを標準とする。

普通コンクリートとし、設計

※トップフープはダブルとする

立上り高さ

基礎梁天端

あるいは

フーチング天端

ベースパック柱脚工法　標準図

角形鋼管

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）

注入枠

立上り筋

フープ筋

柱心 テンプレ－ト

けがき線
アンカ－ボルト

基準強度は下表に記載の値とする。

１．工法概要 ３．構成部材・寸法 ４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

２．柱 ５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの

注入は、ベースパック施工技術委員会によって認定された有資格者（ベース

パック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェックシート等に

より施工管理を行うものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

技術者等による。

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

ベ－スプレ－ト

ア

ク
｜

溶

接

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

覆

被

許容差 ・記号+∞は制限無しを示す。

柱型寸法を標準から変更する場合は、

別紙「ベースパック柱脚工法における

柱型寸法最大・最小値一覧」による。

岡部株式会社 旭化成建材株式会社

３．５

１．１ ３．１

１．２

３．２

３．３

３．４

３．６

３．７

６．１

６．２

６．３

６．４

６．５

６．６

４．１ ４．２

４．３

2

F値295N/mm 以下

□-350×350 ～ □-550×550 用

ベースパック　型 ２ TEL03（3624）5336 TEL03（3296）3515

8

12

7

11

5
4

2

6

1

3

9

10

1

4

5

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Mナット

5 Dナット(S)

6 ベースパックグラウト(グラウト材)

7 定着座金

8 テンプレート

10 フレームベース

11 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

12 ベースプレート

4 Dナット

9 フレームポスト

ベースプレート

a

65

65

65

65

65

65

65

65

65

65

65

65

φ70

d

φ70

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ70

φ70

寸法(mm) 配筋
材質 本数-呼び

特C 特C (mm)

最低

45

44

44

44

48

48

48

52

52

60

52

60

t (mm)

h寸法

柱

板厚
(mm)

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

寸法 D(mm)

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

24以上

24以上

48 70 φ75

65 φ7552

φ7560 75

60 75 φ75

24以上

24以上

24以上

21以上

1000

380

380

380

450

450

450

500

500

570

570

590

650

590

590

590

660

660

660

710

710

780

780

800

860

250

250

250

320

320

320

370

370

440

440

460

520

450

450

450

520

520

520

570

570

640

640

660

720

180

180

190

190

190

180

180

190

190

200

200

200

750

750

800

800

800

800

800

800

800

850

850

850

1000

1000 1030

1120

1050

1100

1100

1050

1100

C

C

C

C

1000

1050

1100

450 320

500 370

510 380

590 460

800

850

950

950

190

200

230

230

1000

1050

1100

520

570

610

690

660

710

750

830

標準
ｱﾝｶｰ
ﾌﾚｰﾑ
ﾀｲﾌﾟ

基準強度記号
ベースパック

標準フレーム 立上り筋 フープ筋 標準ﾌﾚｰﾑ 標準ﾌﾚｰﾑ

フレームポスト間

a

d

65 65

65
65

W

W

C100

g t

d

AB

(e
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以
上

90
J

30
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W

x 65 65x x

W

65x
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上
30

a a

a

t

d

C100

W W

Ｄ

Ｄ

l1 l2 l3 l2 l1

l1
l2

l3
l2

l1

l1 l1l2 l3 l2l3

l1
l1

l2
l3

l2
l3

L

65 65
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65

W

h寸
法

65

以
上

90
J

30
h寸

法

65

以
上

90
J

30
h寸

法

65

以
上

90
J

30
h寸

法

65

c

a d

t

76

76

65 12 37

70 3712

B (e)

Mナット

Dナット

Dナット(S)

26

29

45

48

30

32

50

55

65

70

65

70

58

64

75

80

75

80

記号

46

43

127100

96 122

20

20D38

36 70 81

60 80 92

40 80 92

58140 20D5185 4612

呼び L

390

390

490

M33

M36

M36

46

49

49

3901110 M4557

アンカーボルト
適用

アンカーボルト
適用

6～

6～

7

9

6

7

2

2

2

2

α1：45

α1：35

α1：45

α1：35

ルート間隔G(mm) ルート面R(mm)
図

溶接
姿勢

下向き

下向き

許容差

開先角度α1( °)

標準値許容差標準値許容差標準値方法
溶接

T(mm)
適用板厚

T

R

G1
α

低水素系被覆アーク溶接

CO ガスシールドアーク溶接

1.0～1.1

溶接方法

SN490B

BT-HT440B-SP

SN490B

BT-HT440B-SP 予熱なし

予熱なし

予熱なし

40≦t≦50

板厚(mm)
鋼種

50＜t≦75

予熱なし

予熱なし

角形鋼管

（ハ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

(N/mm  )

（財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-16」（平成28年9月16日付）

施工
設計

(注)上記 1 ～ 12 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

(注)上記 8 ～ 11 は現場状況により仕様が異なる場合がある。

235

295

採用

TSC295

JBCR295

BCR295

STKR400

BCP235

鋼種

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

8-D38

8-D38

8-D41

8-D41

8-D41

12-D41H

12-D41H

12-D41H

12-D41H

J寸法
フレームベース

寸法 W(mm) 寸法 x(mm)

コンクリート柱型

特C (N/mm  )2

アンカーボルト

形状
(mm)

外径

630

630

630

700

700

700

750

750

820

820

840

900

710

750

820

900

330

330

330

400

400

200

225

225

260

260

270

300

200

225

225

265

l1 l2 l3

390

490

490

490

390

390

390

390

390

390

390

390

390

490

390

390

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100

D16@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100

12-D41

12-D51

12-D51

12-D38

12-D41

12-D38

12-D41

110

110

t≦19

t≦16

t≦22

t≦19

t≦16

t≦22

t≦19

t≦22

t≦19

t≦22

t≦19

t≦22

t≦25

t≦25

t≦25

t≦25

BT-HT440B-SP

< Cタイプ  > < 特Cタイプ > < Cタイプ  >

(アンカーボルト8本) (アンカーボルト12本)

< 特Cタイプ >

i) Cタイプ ii) 特Cタイプ

●材質
SN490B

●形状

●コンクリ－ト

●鉄筋

SD295(D13,D16)

SD345(D22,D25)
形状（ハ） 形状（ニ）

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

(建築構造用高溶接性高性能５９０N/mm　鋼材)

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

２

端部ねじdb 基準強度(N/mm )2

850

900

995

※ ※

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて

  特Cタイプを選択できる。

M33

M36

D38

D41

D38

D41

M45

D51

D51

呼び

PD38

PD41

PD51

D41,D41H

110

SS400

SS490
D41,D41H

D38

D51

材質dg t

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

(JASS 6　鉄骨工事による)

50 ℃

e1

e1

e1

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

20-D25

20-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

32-D25

12-D25

12-D25

16-D22

12-D25

16-D22

16-D25

16-D25

16-D25

【JIS G 3136】

a c t d

面取り

t

d

b

g

W

F値(N/mm  )２

□-350×350

□-350×350

□-350×350

□-400×400

□-450×450

□-500×500

□-550×550

□-400×400

□-400×400

□-450×450

□-500×500

□-550×550

□-400×400

□-450×450

□-500×500

□-550×550

35-16R

35-19R

35-22R

40-16R

40-19R

40-22R

45-19R

45-22R

50-19R

50-22R

55-19R

55-22R

40-25R

45-25R

50-25R

55-25R

SN490B 85

85

85

85

85

85

85

85

85

85

85

85

85

85

870

800

800

900

950

870

800

900

900

910

840

840

830

910

960

910

設計基準強度採用

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+1
(-2,+2)

-2,+1
(-2,+2)

-2,+1
(-2,+2)

-2,+1
(-2,+2)

(-5,+∞)
-2.5,+∞

(-5,+∞)
-2.5,+∞

D38

D41

D51

D41H

ベースパック柱脚工法設計施工標準図

一級建築士　第331629号
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構造設計一級建築士　第9054号

（仮称）新上井草保育園 新築工事 S-07
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スーパーハリーＺ標準図

「BCJ評定-RC0224-05」（平成25年4月17日付）

１．スーパーハリーＺ形状寸法

スリーブ

３．スーパーハリーＺ標準配筋図

４．スーパーハリーＺ施工要領
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正しい取り付け方向 不適当な設置例

スリーブ受け

スリーブ受け

ＫＳＳ７８５－Ｋ

（認定番号 MSRB-0004）

一般財団法人日本建築センターによる一般評定
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タイプ別ｅ寸法一覧
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２．一般事項および適用範囲

■一般事項

　・施工に先立ち、補強計算書にもとづきスーパーハリーZの種類、枚数の確認を行い、あばら筋、結束線の用意をする。

■使用材料の適用範囲

■貫通孔適用範囲

　・製品には鉄筋径別に色分けされたアンカーキャップや製品種類を記載したラベルが取り付けてあるので間違いが無いか必ず確認する。

　・製品は錆の発生、コンクリートとの付着性能を損なう物質（油、泥等）の付着を避け保管する。
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配筋例
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孔際あばら筋 孔際あばら筋
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一般部あばら筋 一般部あばら筋
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栗本鐵工所

TEL:0280(97)1305

株式会社

建材事業部　東部営業部

Ｄ　以上

Ｄ

小梁

スーパーハリー計算センター

Ｄ ： 梁せい　　　Ｈ ： 孔径（スリーブ外径）

Ｌ　： 柱際から孔の中心までの距離

Ｌ　： 梁の上下面から孔面までの距離

Ｌ　： 孔と孔の中心水平距離

１

２

３

１
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２

スーパーハリーＺが

設置可能な範囲

適用範囲

柱 柱

柱面 柱面

梁

Ｌ

Ｌ

ＬＤ

Ｌ　≧Ｄ＋Ｈ/２

※孔が梁せいの中央に

ない場合

※孔が梁せいの中央

Ｌ　≧Ｄ

※孔の中心位置で

　梁せい分離す　梁せい分離す

※孔の外縁位置で

Ｄ:梁せい

Ｈ:孔径

※平均径の3倍以上離す

の場合

Ｈ:孔径

Ｄ

１ １

３

３

２

１組以上配筋

一般部あばら筋を

SD295A,SD295B,SD345,SD390,SD490（JIS G 3112）

SD295A,SD295B,SD345,SD390,SD490（JIS G 3112）あばら筋

鉄　筋　　　 ：

コンクリート ： Ｆｃ21～67　

スーパーハリーZ  KSS785-K（認定番号MSRB-0004）

(1)孔径（Ｈ）

　孔径は100～500mmとし、梁せい（Ｄ）の1／3以下とする。

(2)孔位置

　a)柱際から水平方向の孔中心位置（Ｌ1)

　b)孔間中心距離（Ｌ2)

　  柱際から水平方向の孔中心位置Ｌ1は、孔が梁せいの中央にある場合L1≧Ｄとする。それ以外はL1≧Ｄ+H/2とする。

　　孔が複数あるときの孔の中心水平間隔Ｌ2は、孔平均径の３倍以上とする。

　c)へりあき最小寸法

　　へりあき最小寸法Ｌ3は表の値とする。

　大梁と小梁が直交する箇所での孔位置は右図による。

■施工上の留意点

(1)製品の方向

　スリーブ受けが孔の上または下になるように取り付ける。裏表の区別はない。

(2)かぶり厚さの確認

(3)製品の取り付け位置の保持方法

(4)製品の取り付け検査

　 製品の取り付け検査は、設計マニュアルのチェックシートを参考に実施する。

■標準的な施工順序

(1)孔際あばら筋本数及びスーパーハリーZのタイプを確認する。

(2)孔際あばら筋、一般部あばら筋を配筋する。

(3)あばら筋内側にスーパーハリーZを設置し、結束線で４～６ヶ所程度結束する。

(4)有効補強範囲内の鉄筋間隔が適当であるか確認する。

　 梁断面から見たスーパーハリーＺどうしの間隔は、鉄筋のあきを確保する。

　 スーパーハリーＺは図に示すようにあばら筋の内側に取り付け、結束線で孔際あばら筋に４～６ヶ所程度結束する。

　 スーパーハリーＺのかぶり厚さを確保する。

590N/m㎡級鋼,685N/m㎡級鋼,785N/m㎡級鋼,1275N/m㎡級鋼（建築基準法第37条第二号適合品）

※スーパーハリーＺ標準図の評定内容など、製品の性能に関わる内容の編集はご遠慮下さい。編集された内容については弊社では責任を負いかねます。
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横補強筋 主筋径の

A-A 断面

横補強筋 主筋径の

２サイズ下以上

２サイズ下以上

梁貫通補強筋

あばら筋と同径同ピッチ

50
A

50

50 梁下端筋

孔際あばら筋

横補強筋 主筋径の

A
梁上端筋　

２サイズ下以上

 400φ以上

400φ以上

35da以上

C：補強筋の有効範囲

一般あばら筋は

孔際まで梁リストに

準ずる。

※Ｈ＝５０１～７５０φは、スーパーハリーＺ　Ｓタイプの標準図をご参照下さい。

※外径Ｈ、ｈ、Ｗ、Ｓ、ｅの単位はｍｍ

梁貫通孔補強筋　スーパーハリーＺ標準図

■孔際あばら筋

　通常配筋されるあばら筋を孔の両側に寄せて使用する。孔の両側には、必ず孔際あばら筋を１組以上配筋する。

　標準配筋は下図の通りとする。施工の際には、必ず補強計算書を確認し、孔際あばら筋の配筋に注意する。

■孔上下の補強方法

　孔径が400mm以上となるときは、補強計算より求められた補強筋の他、孔上下位置に配筋を行う。

スリーブ外径Ｈ

１００mm≦Ｈ≦２００mm

３５０mm＜Ｈ≦５００mm

２００mm＜Ｈ≦３５０mm

片側３組

片側２組

片側１組

孔際あばら筋

H

Ｃ Ｃ

H H

Ｃ

■孔が近接して複数ある場合

　孔が近接して複数ある場合、各々の孔際には、孔際あばら筋を

　１組以上配筋する。

　また、孔－孔間のあばら筋は一般部あばら筋の間隔以下になる

　ようにし、一般部あばら筋を１組以上配筋する。

　ただし、鉄筋のあきが確保できない場合はこの限りではない。

　

1250mm≦Ｄ

900mm≦Ｄ＜1250mm

700mm≦Ｄ＜900mm

500mm≦Ｄ＜700mm Ｌ ３ ≧175mm

Ｌ ３ ≧200mm

Ｌ ３ ≧250mm

Ｌ ３ ≧0.2Dmm

へりあき寸法梁の全せい

一般部あばら筋間隔 一般部あばら筋の間隔以下

有効補強範囲

一級建築士　第331629号

小谷 竜士

構造設計一級建築士　第9054号

（仮称）新上井草保育園 新築工事 S-08

（A3）
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スーパーハリーＺ Ｓタイプ標準図

「BCJ評定-RC0224-05」（平成25年4月17日付）

１．スーパーハリーＺ　Ｓタイプ形状寸法

スリーブ

３．スーパーハリーＺ　Ｓタイプ標準配筋図

４．スーパーハリーＺ　Ｓタイプ施工要領
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１００≦Ｈ≦２０９mm ２０９mm＜Ｈ≦３６２mm ３６２mm＜Ｈ≦７５０mm

正しい取り付け方向 不適当な設置例

スリーブ受け

スリーブ受け

ＫＳＳ７８５－Ｋ

（認定番号 MSRB-0004）

一般財団法人日本建築センターによる一般評定
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タイプ別ｅ寸法一覧

キャップ色ＴＹＰＥ
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オレンジ色
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１組以上配筋

２．一般事項および適用範囲

■一般事項

　・施工に先立ち、補強計算書にもとづきスーパーハリーＺ　Ｓタイプの種類、枚数の確認を行い、あばら筋、結束線の用意をする。

■貫通孔適用範囲

　・製品には鉄筋径別に色分けされたアンカーキャップや製品種類を記載したラベルが取り付けてあるので間違いが無いか必ず確認する。

　・製品は錆の発生、コンクリートとの付着性能を損なう物質（油、泥等）の付着を避け保管する。
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配筋例

５０
孔際あばら筋

一般部あばら筋

孔際あばら筋 孔際あばら筋
５０５０ ５０５０

５０

一般部あばら筋 一般部あばら筋

大梁

小梁

Ｄ

大梁

外径Ｈ

栗本鐵工所

TEL:0280(97)1305

株式会社

建材事業部　東部営業部

Ｄ　以上

Ｄ

小梁

スーパーハリー計算センター

Ｄ ： 梁せい　　　Ｈ ： 孔径（スリーブ外径）

Ｌ　： 柱際から孔の中心までの距離

Ｌ　： 梁の上下面から孔面までの距離

Ｌ　： 孔と孔の中心水平距離
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２

３

１
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２

※スーパーハリーＺ　Ｓタイプ標準図の評定内容など、製品の性能に関わる内容の編集はご遠慮下さい。編集された内容については弊社では責任を負いかねます。

スーパーハリーＺ　Ｓタイプが

設置可能な範囲

適用範囲

柱 柱

柱面 柱面

梁

Ｌ

Ｌ

ＬＤ

Ｌ　≧Ｄ＋Ｈ/２
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※孔の中心位置で

　梁せい分離す　梁せい分離す

※孔の外縁位置で

Ｄ:梁せい

Ｈ:孔径

※平均径の3倍以上離す

の場合

Ｈ:孔径

Ｄ

１ １

３

３

２

588 649 509 588 651 515 590 658 525 588 660 533 588 666 545３３７

518 578 459 517 581 465 519 587 475 517 589 483 517 595 495２８７

962 1030 788 960 1032 796 960 1038 808

５５０

６００

６５０

７００

７５０

891 959 738 889 961 746 889 967 758

1100 838 1102 846 1108 8581032 1030 1030

1171 888 1173 896 1179 9081103 1101 1101

1242 938 1244 946 1250 9581174 1172 1172

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

843 911 704 841 913 712 841 919 724５１６ － － － － － －

一般部あばら筋を
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コンクリート ： Ｆｃ21～67　

■使用材料の適用範囲

鉄筋　　 　　： 主筋　　　　 　　SD295A,SD295B,SD345,SD390,SD490（JIS G 3112）

　　　　　　　　あばら筋 SD295A,SD295B,SD345,SD390,SD490（JIS G 3112）

スーパーハリーＺ　Ｓタイプ  KSS785-K（認定番号MSRB-0004）

(1)孔径（Ｈ）

　　孔径は100～750mmとし、梁せい（Ｄ）の1／3以下とする。

(2)孔位置

　　柱際から水平方向の孔中心位置Ｌ1は、孔が梁せいの中央にある場合Ｌ1≧Ｄとする。それ以外はＬ1≧Ｄ+Ｈ/2とする。

　 b)孔間中心距離（Ｌ2）

　a)柱際から水平方向の孔中心位置（Ｌ1）

　　孔が複数あるときの孔の中心水平間隔Ｌ2は、孔平均径の３倍以上とする。

　 c)へりあき最小寸法

　　へりあき最小寸法Ｌ3は表の値とする。

　大梁と小梁が直交する箇所での孔位置は右図による。

■施工上の留意点

　(1)製品の方向

　(2)かぶり厚さの確認

　(3)製品の取り付け位置の保持方法

　(4)製品の取り付け検査

■標準的な施工順序

　(1)孔際あばら筋本数及びスーパーハリーＺ　Ｓタイプのタイプを確認する。

　(2)孔際あばら筋、一般部あばら筋を配筋する。

　(3)あばら筋内側にスーパーハリーＺ　Ｓタイプを設置し、結束線で４～６ヶ所程度結束する。

　(4)有効補強範囲内の鉄筋間隔が適当であるか確認する。

　 　スリーブ受けが孔の上または下になるように取り付ける。裏表の区別はない。

　　 スーパーハリーＺ　Ｓタイプのかぶり厚さを確保する。

　 　スーパーハリーＺ　Ｓタイプは図に示すようにあばら筋の内側に取り付け、結束線で孔際あばら筋に４～６ヶ所程度結束する。

　 　梁断面から見たスーパーハリーＺ　Ｓタイプどうしの間隔は、鉄筋のあきを確保する。

　 　製品の取り付け検査は、設計マニュアルのチェックシートを参考に実施する。

590N/m㎡級鋼,685N/m㎡級鋼,785N/m㎡級鋼,1275N/m㎡級鋼（建築基準法第37条第二号適合品）
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※外径Ｈ、ｈ、Ｗ、Ｓ、ｅの単位はｍｍ

■孔際あばら筋

　通常配筋されるあばら筋を孔の両側に寄せて使用する。孔の両側には、必ず孔際あばら筋を１組以上配筋する。

　標準配筋は下図の通りとする。施工の際には、必ず補強計算書を確認し、孔際あばら筋の配筋に注意する。

Ｃ

H H

Ｃ Ｃ

H

スリーブ外径Ｈ

１００mm≦Ｈ≦２０９mm

２０９mm＜Ｈ≦３６２mm

３６２mm＜Ｈ≦７５０mm

孔際あばら筋

片側１組

片側２組

片側３組

■孔上下の補強方法

　孔径が400mm以上となるときは、補強計算より求められた補強筋の他、孔上下位置に配筋を行う。

■孔が近接して複数ある場合

　孔が近接して複数ある場合、各々の孔際には、孔際あばら筋を

　１組以上配筋する。

　また、孔－孔間のあばら筋は一般部あばら筋の間隔以下になる

　ようにし、一般部あばら筋を１組以上配筋する。

　ただし、鉄筋のあきが確保できない場合はこの限りではない。

　

梁の全せい

500mm≦Ｄ＜700mm

700mm≦Ｄ＜900mm

900mm≦Ｄ＜1250mm

1250mm≦Ｄ Ｌ ３ ≧0.2Dmm

Ｌ ３ ≧250mm

Ｌ ３ ≧200mm

Ｌ ３ ≧175mm

へりあき寸法

梁貫通孔補強筋　スーパーハリーＺ　Ｓタイプ標準図

有効補強範囲

一般部あばら筋間隔 一般部あばら筋の間隔以下

S

1
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H

1
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W
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（仮称）新上井草保育園 新築工事

一級建築士　第331629号
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構造設計一級建築士　第9054号
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■検査

■施工および施工管理

１．ＯＳリング形状寸法 ３．施工

鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理技術者による施工管理のもと、溶接施工を行うこと。

ＯＳリングを溶接施工する際は、納品時に付属している「ＯＳリング溶接施工マニュアル」を必ず確認すること。

■施工手順

ＯＳリング 組立溶接

貫通孔位置

ＯＳリング

最外径側
となる面

＋
２

－
２

梁ウェブ

（２）ＯＳリング位置決め

ｄ
ｗ

（３）組立溶接（１）けがき・孔あけ （４）本溶接

全周隅肉溶接

シャコ万力

ＯＳリングとウェブ貫通孔の中心のずれの管理値は「ＯＳリング工法溶接施工マニュアル」による。

その他、外観・表面欠陥検査の合否判定は、「日本建築学会：鉄骨精度検査基準」による。

不合格となった欠陥箇所は適切な処置を行う。

２ｍｍ以下

ＯＳリング

Ｓ

Ｓ

梁ウェブ

一般財団法人日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0135-09」（平成29年1月14日付）
ｔ

ｒ
ｄ

1
ｄ ｄ
2

ｂｒ

ｄｄ
1

タイプ１ タイプ２

鋼材の種類および製造方法

　　　　 認定番号：ＭＳＴＬ－０３５２、ＭＳＴＬ－０４７５

　　　　 　　　　　ＭＳＴＬ－０４９０

　　　　　　　　　（ＳＮＲ４９０Ｂ相当）ローリング鍛造加工

ｔ
ｒ ｂｒ

岡部株式会社

　       ＳＮ４９０Ｂ　   厚板切断加工

　　　

　　　

　　　       　　　たい場合は、必ず事前に岡部（株）に問い合わせること。    

　　　５００Ｓにおいて、梁ウェブ貫通孔径をＯＳリング内径（ｄ）まで拡げ

※２：３００Ｌ、３５０Ｌ、４００Ｓ、４００Ｌ、４５０Ｓ、４５０Ｌおよび

　　　内径（ｄ）の７５％まで小さくすることができる。

※１：原則、梁ウェブ貫通孔径は標準貫通孔径とする。ただし、ＯＳリング

　　　最大１１ｍｍ小さくなる事があるので納まりに注意する。

※３：内径（ｄ）は仕様上、表数値よりタイプ１で最大４ｍｍ、タイプ２で

※４：括弧内の数値は、梁鋼種がＳＡ４４０の場合の必要隅肉溶接サイズを

　　　示す。

※５：末尾にＳＳが付す品名は大梁には適用不可とする。

※６：３５０ＳＳは受注生産とする。

必要隅肉溶接

サイズＳ

２．設計

標準貫通

孔径ｄｏ
タイプ適用貫通孔径ｄｗ 品　名

ｄ

寸　法　（ｍｍ）

１００ＳＳ２

ｂｒ ｔｒｄ１ ｄ２

１２２ ５（６）

５（６）

９

１００ ２０ １１１２２ １２０

１００

１０２

１４４ １４０

１０

３３

１０

２２

φ１００ φ　７５～φ１００
１

１００Ｓ

１００Ｌ

２ ５（６）

５（６）

９
１

２ ５（６）

５（６）

９
１

２

１

２

１

２

１

２

２

２

２

２

２

９

９

９

φ１２５

φ１５０

φ１７５

φ２００

φ２５０

φ３００

φ３５０

φ４００

φ４５０

φ５００

φ６００

φ１０１～φ１２５

φ１２６～φ１５０

φ１５１～φ１７５

φ１７６～φ２００

φ２０１～φ２５０

φ２５１～φ３００

φ３０１～φ３５０

φ３５１～φ４００

φ４０１～φ４５０

φ４５１～φ５００

φ５０１～φ６００

１

１

２

２

１２５ＳＳ

１２５Ｓ

１２５Ｌ

１５０ＳＳ

１５０Ｓ

１５０Ｌ

１７５ＳＳ

１７５Ｓ

１７５Ｌ

２００ＳＳ

２００Ｌ

２００Ｓ

２５０ＳＳ

２５０Ｓ

２５０Ｌ

３００ＳＳ

３００Ｓ

３００Ｌ

３５０ＳＳ

３５０Ｓ

３５０Ｌ

４００Ｓ

４００Ｌ

４５０Ｓ

４５０Ｌ

５００Ｓ

６００Ｓ

※２

※２

※２

※２

※２

※５
※６

※５

※５

※５

※５

※５

※５

※５

※１

※３ ※４

６

６

６

６

８

８

１３

７

７

１３

１２

７

７

１２

７

７

６

６

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

１２７

１２５

１２５

１５２

１５０

１５０

１７７

１７５

１７５

２０２

２００

２００

２５２

２５０

２５０

３０２

３００

３１３

３５２

３５０

３６３

４１３

４１３

４６３

４６３

５１３

６１３

１５１

１５１

１７７

１７８

１７８

２０８

２０５

２０７

２４１

２３２

２３４

２７０

２８８

２９０

３３２

３４２

３６２

３９１

３９６

４００

４４８

４６１

５０８

５２５

５６８

５７５

６８３

１４９

１７１

１７６

２０２

２０３

２３３

２３０

２６２

２８６

３２２

３４０

３９４

１２

２４

３９

１３

２７

４４

１４

３０

５０

１５

３２

５３

１８

６３

３９

２０

４３

６４

２２

４７

７３

４８

８４

４４

８８

５１

５７

１２

１３

２６

１３

１４

２９

１４

１６

３３

１５

１７

３５

１８

２０

４１

２０

２３

３９

２２

４２．５

２５

４７．５

５２．５

２４

３１

３１

３５

タイプ１ 建築基準法第３７条二号 国土交通大臣認定材

タイプ２ ＳＴＫＮ４９０Ｂ 鋼管切断加工 または

TEL:03(3624)6201

2017年6月作成

ＯＳリングの採用を検討の際は、「ＯＳリング工法設計ハンドブック」を必ず確認すること。

※７

断面形状

梁せい

フランジ幅

ウェブ厚

梁幅／梁せい比

Ｈ形断面

１，８００ｍｍ以下

６００ｍｍ以下

３２ｍｍ以下

梁の部材種別がＦＡ・ＦＢランクの場合は１／４以下 ※９

※８

ウェブ幅厚比 ウェブ幅厚比は９６ ２３５／Ｆ以下とする。

梁の部材種別 ＦＡ、ＦＢ、ＦＣ、ＦＤ ※１０

ＳＳ４００、ＳＭ４００、ＳＮ４００ ※８、※１０鋼種

軸力が作用する梁 梁の断面算定時に軸力を考慮する場合は適用不可

（Ｆ：梁の許容応力度の基準強度）

ＳＭ４９０、ＳＮ４９０、ＳＭ５２０

Ｆ≦４４０Ｎ／ｍｍ 以下　の大臣認定建築構造用鋼材２ ※１１

孔径比

１／２＜ｄｗ／Ｄ≦２／３

１／４＜ｄｗ／Ｄ≦１／２

１／６＜ｄｗ／Ｄ≦１／４

Ｌ／Ｄ≧１０．０

Ｌ／Ｄ≧６．４

Ｌ／Ｄ≧２．０

適用スパン比

Ｌ３

Ｌ２

Ｌ１

偏心量ｅ'

貫通孔の

ｄｗ ２／３・Ｄ以下　　　、かつ

１／２・Ｄ－（１／３・Ｄｅ－１／２ｄｗ）以上、

１．５ｄｗ以上（ｄｗは大きい方）

７０ｍｍ以上

３０ｍｍ以上

　　　　４００ｍｍ＜Ｂ≦６００ｍｍの場合 ａ＝ｍａｘ（４０ｍｍ，ｒ＋１．８Ｓ）

Ｓ：ＯＳリングの隅肉溶接サイズ

Ｄ：梁せい、Ｂ：梁幅、ｄｗ：貫通孔径、ｔｆ：フランジ厚、ｔｒ：ＯＳリング肉厚

ｒ：Ｈ形鋼のフィレット寸法またはビルトＨ形鋼の溶接サイズ

※１２：Ｆ＞３８５Ｎ/ｍｍ の場合は１／２Ｄ以下とする。

※１３：ａ＝ｍａｘ（３０ｍｍ、ｒ＋１．８Ｓ）

ただし、６００ｍｍ＜Ｂ　　　　　　の場合 ａ＝ｍａｘ（７０ｍｍ，ｒ＋１．８Ｓ）

　　　　　　　　　　Ｂ≦１５０ｍｍの場合 ａ＝ｍａｘ（２４ｍｍ，ｒ＋１．８Ｓ） 

２

２※１４：Ｆ＞３８５Ｎ/ｍｍ の場合は、１／２・Ｄ－（１／４・Ｄｅー１／２・ｄｗ）

　　　　以上、１／２・Ｄ＋（１／４・Ｄｅー１／２・ｄｗ）以下とする。

　　　　Ｄｅ＝Ｄ、ただしＤ＞１，２００ｍｍの場合は、Ｄｅ＝１,２００ｍｍ

※１１：適用可能鋼材リストは、設計ハンドブック参照のこと。 

※１０：ＦＣ・ＦＤランクの場合、または鋼種がＳＮ４００Ａは塑性化部に適用不可。 

※９：塑性化しない場合は制限なし。

※８：鋼種がＳＳ,ＳＭ材又はＳＮ４００Ａの場合は２５ｍｍ以下とする。

※７：梁せいが７５０ｍｍ以上で梁幅＜０．９×梁せいの関係を満たせば、１，０００ｍｍ以下とする。 　　　　ト・仮設金物とのあきは、原則３０ｍｍ以上とす

※１９：ＯＳリング外縁とガセットプレート・リブプレー

　　　　ｍｍ以上とする。

※１８：ＯＳリング外縁同士、ＯＳリング外縁と柱面・シ

　　　　アプレート・スプライスプレートとのあきは７０

　　　　があるので注意する。

　　　　リングを取り付ける。

※１７：梁端部近くは応力が大きく、設置不可となる場合

※１６：ＯＳリングを両面に取り付ける場合は、同じＯＳ

　　　　する。

※１５：梁せい方向に連続して設けた貫通孔は適用不可と

ｅ
'

ｄ
ｗｄ

Ｌ１ Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ３

Ｄ

ａ

シアプレート※１７、※１８

※１８

※
１

４

※１８

※
１

３
、

※
２

０

※１９、※２０

※１７、※１８

■検討および使用の決定

■適用範囲

■適用範囲の梁 ■貫通孔の規定 ■ＳＳタイプ適用スパン比

貫通孔無しで構造計算を行った結果から得られる貫通孔部分の存在応力が、ＯＳリング工法を用いた貫通孔部分の耐力を上回らないことを確認する必要があるので、

ＯＳリングの使用の決定は構造設計者により行う。

梁ウェブ溶接面
ＯＳリング溶接面■溶接面の清掃

溶接材料は下記の表に示す規格を満たし、溶接金属の引張強さが４９０Ｎ/ｍｍ　以上の材料を使用する。

種　　　　　類溶接方法

■溶接材料
２

軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用被覆アーク溶接棒　（ＪＩＳ Ｚ ３２１１）被覆アーク溶接

ガスシールドアーク溶接
軟鋼および高張力鋼用マグ溶接ソリッドワイヤ（ＪＩＳ Ｚ ３３１２）

軟鋼、高張力鋼および低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ（ＪＩＳ Ｚ ３３１３）

ＯＳリングおよび梁ウェブの溶接面は溶接に先立ち、水分・スラグ・ごみ・さび・油・塗料・はがれやすい

スケール、およびその他溶接に支障となるものはあらかじめ適切な方法で除去する。

■溶接方法

（※２１）適用貫通孔径

３５０ＳＳ３００ＳＳ２００ＳＳ１７５ＳＳ１５０ＳＳ１２５ＳＳ１００ＳＳ ２５０Ｓ

４５０Ｌ

４５０Ｓ

４００Ｌ

４００Ｓ

３５０Ｌ

３５０Ｓ

３００Ｌ

３００Ｓ

２５０Ｌ

２５０Ｓ

２００Ｌ

２００Ｓ

１７５Ｌ

１７５Ｓ

１５０Ｌ

１５０Ｓ

１２５Ｌ

１２５Ｓ

１００Ｌ

１００Ｓ

φ４５１～

　φ４５０

φ４０１～

　φ５００ 　φ６００

φ５０１～

　φ４００

φ３５１～

　φ３５０

φ３０１～

　φ３００

φ２５１～

　φ２５０

φ２０１～

　φ２００

φ１７６～

　φ１７５

φ１５１～

　φ１５０

φ１２６～

　φ１２５

φ１０１～

孔径ｄｗ

適用貫通

　φ１００

φ７５～

ＯＳリングを溶接する際の予熱温度は「ＯＳリング溶接施工マニュアル」による。

溶接はＯＳリング外周の全周隅肉溶接とし、溶接姿勢は水平隅肉溶接とする。必ず鉄骨ウェブ面を上面に向け、溶接条件（溶接姿勢・環境etc）を確保する。

また、ＯＳリングと梁ウェブのすき間は２ｍｍ以下とする。

本溶接の隅肉溶接サイズは、各ＯＳリングそれぞれに定められた必要隅肉溶接サイズＳ以上でなければならない。

貫通孔径ｄｗは適用貫通孔径の範

ＯＳリング外周に組立溶接を行う。

組立溶接は等間隔に３～４箇所、

１箇所の長さは４０ｍｍ以上、１

パスとし、ショートビードになら

ないように注意する。

をけがく。梁ウェブに円形貫通孔

をあける。貫通孔径ｄｗの最大許

容差は±２ｍｍとする。貫通孔ま

わりの切断バリはグラインダー等

で除去する。

ＯＳリングと貫通孔の中心が合う

ように位置決めをする。 によりウェブ面に十分密着させる。

ＯＳリングと貫通孔の中心のずれ

の管理値は「ＯＳリング溶接施工

マニュアル」による。

ＯＳリング取付面をシャコ万力等

うに厚肉面（最外径側となる面）

をウェブ溶接面に密着させる。囲（※２１）とする事ができる。

ＯＳリングタイプ１は図に示すよ

所定位置に梁ウェブ貫通孔径ｄｗ シャコ万力等を取り外し、本溶接を

行う。

　　　のフィレット部またはビルト

　　　Ｈ形鋼のフランジとウェブの

　　　溶接部が重ならないように十

品　名

　　　　る。ＯＳリングを後付の場合は、※１３のａ寸法

※２０：ＯＳリングの溶接部は、Ｈ形鋼のフィレットや他

　　　　の溶接部と重ねてはならない。

　　　　の考え方に準じる。ただし、最小で３０ｍｍとす

　　　　る。

※１２

※１４

１／２・Ｄ＋（１／３・Ｄｅ－１／２ｄｗ）以下、※１４

Ｄ－２（ｔｆ＋ａ　　　＋ｔｒ）以下※１３

かつｔｆ＋ａ　　　＋ｔｒ＋１／２・ｄｗ以上、

Ｄ－（ｔｆ＋ａ　　　＋ｔｒ＋１／２・ｄｗ）以下

※１３

※１３

※１９

※１７、※１８

（注）ＯＳリングの溶接部とＨ形鋼

（注）ＯＳリングの重量は５００Ｓ及び３００Ｌが約２３ｋｇ、６００Ｓおよび３５０Ｌが約３５ｋｇ、４００Ｌは約５０ｋｇ、４５０Ｌは約６０ｋｇと

　　　重量物となるため、移動の際はクレーンを用いる等、取扱には十分に注意する事。

　　　分注意する事。

鉄骨梁貫通孔補強工法 ＯＳリング 工法設計施工標準図Ｒ

５００Ｓ ６００Ｓ
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QLデッキ合成スラブ設計・施工標準

一級建築士　第331629号

小谷 竜士

構造設計一級建築士　第9054号

支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート2

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準 ＪＦＥ建材
株式会社

施
　
　
　
　
工

設　　　　　　計

標　　準　　納　　ま　　り

ＱＬデッキ　
□ＱＬ９９-５０

□ＱＬ９９-７５

□1.2

□1.6

材料／デッキプレート

【連続支持合成スラブ】

【単純支持合成スラブ】

アクセサリー

施工順序

スラブの配筋 耐火仕様の配筋

開口部補強案

検　　　　査 (参考)ひび割れ拡大防止のための留意事項

［ISO 9001認証取得］

耐　火　仕　様

FP060FL-9095

FP120FL-9107

デッキプレート種類　　 　　　板厚(mm)                   表　面　処　理

端部加工

□ｴﾝｸﾛ有り

□無し

□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)

□ZAM(高耐食溶融めっき鋼板) [ □K27   □K35 ]
□無し(                                     )

敷込み仮止め溶接

溶接金網敷込み

[1]設計上の留意点

[2]施工上の留意点

大梁上の補強例

柱廻りの補強例

その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。

３）ｗ＞600mmの場合

２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下

Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部

Ｂ部 Ｄ部 Ｄ部

Ｅ部 Ｆ部 Ｇ部

ａ部 ａ部

ｂ部 ｃ部

ｄ部 ｃ部

ｅ部 ｅ部

2

2

２ ２

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1※ 1

※ 1

※ 2

※ 2

※ 2

※ 2

※ 2

壁
溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート クローサー

５０ｍｍ以上
梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

壁
焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

梁耐火被覆

ＱＬデッキ

梁耐火被覆用面戸

溶接金網又は異形鉄筋

ＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

梁耐火被覆

コンクリート
溶接金網又は異形鉄筋

ＱＬデッキ梁耐火被覆 梁耐火被覆

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

溶接金網
又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下

コンクリート

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

梁耐火被覆
φ４－１３　＠６００以下

この部分の小口は塞がない！

５０ｍｍ以上

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

焼抜き栓溶接又は打込み鋲

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

（フラッシング）現場切断

クローサー
梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

梁
焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

柱

焼抜き栓溶接又は打込み鋲
φ４－１３　＠６００以下

クローサー

溶接金網
Ｌ1

３
０

横筋 ＱＬデッキ

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上

１５０ｍｍ以上
耐火補強筋Ｄ１３

単純支持

１５０ ＱＬデッキ(単純支持)
耐火補強筋 Ｄ１３１５０

(単純支持)
ＱＬデッキ１５０ＲＣ梁、ＳＲＣ梁

スパン                      スパン

連続支持
合成スラブ 合成スラブ

耐火補強筋Ｄ１３
コンクリートのかぶり４０ｍｍ

溶接金網又は異形鉄筋

スペーサー＠１.０ｍ以下

Ｌ2

φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上

３
０

異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下

４
０

１５０  ８５０ ＱＬデッキ(連続支持)

ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁

スパン                      スパン
１５０

８５０  １５０ Ｄ１３、長さ１.０ｍ
端部補強筋

８５０

ＱＬデッキ
(連続支持)

溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ
になるようレベル保持し、全面に配筋する。

Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合

・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。

・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、
　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。

耐火補強筋が必要。
ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。

Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。

 梁との間に隙間がある場合

 柱廻り

 左図円部詳細

普通コンクリート

釘

釘
クローサー

釘

ＱＬデッキ

３０

梁型枠

３０

クローサー

溶接金網または異形鉄筋
梁に定着

普通コンクリート

ＱＬデッキ

耐火補強筋

３０

１５０

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

普通コンクリート

耐火補強筋 ３０３０ ＱＬデッキ

溶接金網又は異形鉄筋

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

 ブラケット支持

耐火補強筋

４
０

１０

ＱＬデッキ

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

アークスポット溶接 又は
打込み鋲 ＠６００以下

耐火補強筋

ＳＲＣ梁

３０ｍｍ以上

１０

耐火補強筋

Ｌ

耐力補強筋

Ｌ

40
d

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

普通コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋
（梁に定着）

ＱＬデッキ１０
フラッシング

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

 柱廻り（ａ－ａ断面） 柱廻り納まり

３０ｍｍのみ込み

梁幅

ａａ

１０ｍｍ以上 梁幅 ＱＬデッキ 柱型枠

フラッシング

  A)開口間隔≧３×開口径
１）開口がφ１５０程度の場合

B)開口間隔＜３×開口径

開口補強筋Ｄ１３

開口補強筋Ｄ１０

C)開口が連続している場合
連続する開口の開口群(仮想開口)と
見なし、その開口部の大きさにより、
2)又は3)に準じて補強を行う

仮想開口

開口補強筋Ｄ１０
耐力補強筋 ２）に準ず

ｗ

耐力補強筋
ｗ

開口補強筋Ｄ１０

開口部

ａt＝

Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント

ａd又はａtの大きい方
耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）
耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ

ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様で
　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された
　　場合の切断された耐火補強筋の本数

小梁補強
コンクリート箱抜き
コンクリート硬化後

開口部

ｗ

Ｌ開口補強筋Ｄ１３

開口補強筋Ｄ１０

開口
部

Ｍ
ｆt･ｊ

ｗ

≧４０･Ｄ

コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）2

溶接金網又は異形鉄筋
（Ｄ１０－＠２００）

床、１時間耐火

床、２時間耐火

普通コンクリート

軽量コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

３
０

コンクリート厚さ

または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

３０

１５０ ８５０
ＱＬデッキ

スパン スパン

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

５,４００N/m 以下

５,４００N/m 以下

４,４００N/m 以下

９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００
９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

φ６－１５０x１５０

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８０ｍｍ 以上
３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

３.０ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

普通又は軽量コンクリート
端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ

焼抜き栓溶接、打込み鋲
又は頭付きスタッド

５０

耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

溶接金網又は異形鉄筋

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０

普通コンクリート

軽量コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

（Ｄ１０－＠２００）

床、１時間耐火

FP060FL-9101

床、２時間耐火

FP120FL-9113

床、１時間耐火
FP060FL-9101

床、２時間耐火
FP120FL-9113

溶接金網又は異形鉄筋
（Ｄ１０－＠２００）

普通コンクリート

普通コンクリート φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０
算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下
８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

コンクリート厚さ

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

ＱＬデッキ

３
０

３
０

４
０

耐火補強筋 Ｄ１３

耐火補強筋 Ｄ１３

３０ ３０

普通又は軽量コンクリートまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

又は頭付きスタッド

コンクリート厚さ３
０

焼抜き栓溶接、打込み鋲

耐火補強筋 Ｄ１３ ＱＬデッキ ５０

注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。
注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。
注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。
注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。
注５）許容積載荷重Ｗ　算出式

［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５

　：支持スパン（ｍ）

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下 Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
22 ３.４２.７

※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。

付帯条件
 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔に支持されるものとする。

Ａw ＝（　　　　）mm １.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)

（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要

焼抜き栓溶接 Ａw

大梁

フラッシング

クローサー

Ｗ（１００～２５０） ２５

13
.5（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。）

（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる。）

１）頭付きスタッド
２）打込み鋲
３）焼抜き栓溶接

□事前検査

□溶接後の外観検査

□不良部の補修

Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。

【そ　の　他】

Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。

ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。
　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。

　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。
　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接
2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、

1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無
3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3

【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】

      直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。
    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。
    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。
    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)

    1)水セメント比を小さくする。

    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。

    3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

    1)小梁の剛性を大きくする。
    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)

      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てを
      アークスポット溶接するのが望ましい。

    5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。

ＱＬデッキ

ひび割れ

柱

400mm以上

400mm以上

補強筋D10@200

補強筋(D13)

柱

10
0m
m

ひび割れ

2

2

注2)

注2)

注2)
2

ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。

梁にのみ込み３０ｍｍ

QLデッキと梁との接合

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合

(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　　(2)溶接金網の敷込み状況　　(3)開口部の補強状況

ＱＬデッキを切断

すみ肉溶接又はドリルねじ
φ４－１３　＠６００以下

QLデッキ切断、柱へののみ込みなし

コンクリート止め 木材等
QLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなし

ＱＬデッキ受け材

すみ肉溶接又はドリルねじ
φ４－１３　＠６００以下

 建物外回り ＱＬデッキスパン方向

 内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向  建物外回り ＱＬデッキ幅方向

 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向

柱廻りＱＬデッキ切欠き

QLデッキ端部  小口塞ぎ

又はドリルねじ
すみ肉溶接

 ＱＬデッキを離した場合

 外周梁 ＱＬデッキ幅方向  ＱＬデッキを突き合わせた場合

ＱＬデッキ

ＱＬデッキ受材

・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

すみ肉溶接又はドリルねじ

 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向  梁継手部 ＱＬデッキ幅方向

現場切断（ＱＬデッキ）

QLデッキ受材ＦＢ６５×６等
(APWの場合 ＦＢ６５×９等)

 ＱＬデッキを連続にした場合

 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２

ＱＬデッキ高さ ＱＬデッキ高さ

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

ＱＬデッキ高さ

耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)

□亜鉛めっき   　  　　　   [ □Z12　 □Z27 ]

墨　出　し
 １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ
　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚
 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。
 ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る
 　　ように敷込む。

 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、
 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。
　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）
 ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり
 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。

 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。
 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代
 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０
 　　ｍｍあることを確認する｡

鉄骨梁の場合

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合

ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、

(社)日本鉄鋼連盟「デッキプレート床構造設計・施工規準-2004」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。

敷　込　み

1) 検流計での計測
ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。

（４）溶接工の資格

（５）手順・要領

JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者

右の１～４の順に行う。
注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装
　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

梁フランジ板厚：６mm以上
溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)

（２）溶接棒
JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で
棒径４mmφのもの

（３）標準溶接条件 QLデッキ板厚

１.２ｍｍ

１.６ｍｍ

梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）
３.０～４.０×１度打ち

３.０～４.０×２度打ち
３.５～４.５×１度打ち
４.０～４.５×２度打ち

３００～３２０
３００～３２０

３００～３２０
３００～３２０

３３～３５
３３～３５

３４～３６
３４～３６

６～９ｍｍ未満
９ｍｍ以上

６～９ｍｍ未満
９ｍｍ以上

発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ
（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ

（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ
（３）標準溶接条件：下表

４     整　　形 上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。

なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。
溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を

１    アーク発生

３  押し込み・溶着

工　　程                 手　　順　・　要　　領

QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を
QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。

溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、
２  QLデッキ焼抜き

１）頭付きスタッド
　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。
　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。

３）焼抜き栓溶接
　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の
　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）

２）打込み鋲
　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。
　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。

焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ アーク手溶接 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］ ＣＯ2アークスポット溶接

溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度

溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き

（１）溶接機
交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上

径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。

50ｍｍ以上

200ｍｍ以下

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁

Ｓ梁

Ｓ梁

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）2

耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕

Ｂ･Ｈ部

クローサー

 ＱＬデッキを離した場合

ＱＬデッキ

耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照

 種  　　　     類

 設 計 基 準 強 度

 □ 溶 接 金 網

 □ 異 形 鉄 筋

 □普通コンクリート　　　　　□軽量コンクリート

 □１８　　　　　□２１　　　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

 □６０　□７０　□８０　□８５　□９０　□９５　□１００　□（　　　）

□φ６-１５０×１５０　□φ６-１００×１００

　□Ｄ１０-＠２００　　　□（　　　　　　　　）

 支 保 工 有 無

 □ 無    □ 有 

2

　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　 　材　　質　　

（ □１種　　□２種 ）

 ＪＩＳ Ｇ ３５５１

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７

ｍｍ 厚さ(QLデッキ山上)

連　続　支　持

単　純　支　持

そ　　の　　他
 □指定なし

 □ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

１　時　間　　　　　　　　　　　　　　２　時　間

 □ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７

□焼抜き栓溶接     下記焼抜き栓溶接の項による

□打込み鋲      　 接合箇所は特記による

□頭付きスタッド             □φ１３　□φ１６　□φ１９　□φ２２

□そ　　の　　他

JIS B 1198 各長さ・ピッチは特記による

耐　　　火

特　　　記

接　　　合

材料／溶接金網・異形鉄筋

材料／コンクリート

ハンガー金具
（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具。）

４
０

１８５

２
８

デッキプレート幅方向

小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）

大梁上大梁上
ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-５０

焼抜き栓溶接

デッキプレートスパン方向
「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。

Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下１.５Ｑa
DＱ

Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）
Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)D

Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ
１.２　  　　　４,９００

板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)

異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による

　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。　 　　日本ヒルティ(株)、　ＪＰＦ(株)

       ［例］単位水量　175リットル/ｍ 以下

Ｄ Ｆ

Ｅ

２スパン                               ２スパン １スパン           １スパン            １スパン           １スパン

開口部
１スパン

開口部

Ｇ

Ｂ

外
周

部
大

梁

Ａ

Ｈ

外周部大梁

Ｃ

大
梁

小
梁

ｂ

ｄ
柱

ａ

大
梁

大梁ｅ

ｃ

鉄骨(S)梁 鉄筋コンクリート(RC)梁･鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁

小
梁

２スパン                     １スパン

※ 3

上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。□

     　　　　高性能ＡＥ減水剤
　　　　     ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm

3

　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）

例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上

検　　査

コンクリート打設

 その他：単純梁割付部でスパン2.5mを超える箇所は、支保工とする

□２０１４／７／２８／Ａ１－ＪＷＷ／Ａ□

（仮称）新上井草保育園 新築工事 S-11

（A3）

2017.09
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2017.09JF75設計・施工標準 S-12

□ 普通コンクリート[ 24kN/m　]　　 　□ 軽量コンクリート[ 20kN/m　]

□

1)　　　　部は、たわみで決定する範囲を示す。

２,９１０

３,０９０

３,０３０

３,０５０

３,０７０

３,１２０

２,９４０

３,０００

３,０４０

7.95

9.88

11.8 

13.7 

15.7 

2

JIS G 3302｢溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯｣
降伏点205N/mm 、引張強さ295N/mm 以上

Ｗ＝Ｗ ＋ Ｗ ＋ Ｗ

施　工　条　件　な　ど

１．５

１．２５

１．０

施工割増係数（支持梁がＲＣ造またはＳＲＣ造の場合）

設計荷重 Ｗ

□ 　類

□ 　類

□ 　類

E

D1

D

C

B1

B

A

  合板型枠用調整プレートには

敷き幅

(注)

1.2×200タイプ

タイプ

タイプ

タイプ

タイプ

タイプ

210

（50,120）

44

15

20

210210 210

エンボス

630

75

110 210
575

15210210

530

100210200

510

15210180
390

1.6×400
1.2×300 1000

2000

t  × w  ×  L

t

W

調整プレート

タイプ

55210210

1521050
470

15210210200
620

補強支保工 コンクリート止め

プレートまたは山形鋼等

プレートまたは山形鋼等

落下防止金物

リブ間リブ間

プレートまたは山形鋼等
フラット部分

リブ部分

コンクリート止め コンクリート止め

コンクリート止め

大引

(２)打設は、コンクリートの山（集中荷重）をつくらないようにする。

※リブとリブの間が切断される場合 ※リブが切断される場合

(２)割付方向を図面に従い間違いなく行う。
(１)始端かかり位置、中間位置(JF75、５枚位の位置)終端位置をマーキングする。

(２)壁、パネル等の取り付け作業との関連をよく考える。

(４)揚重枚数と敷込み順序の関係等の検討をする。

(２)薄板製品であることを充分認識し変形に注意する。

(１)敷込みとの関連を考えて保管場所を決める。

(３)油等コンクリートに有害なものは、コンクリート打設前迄にとり除く。

施工の要点は、下表のとおりとする。

(１)骨組の組立順序との関連をよく考える。

210 210

開口部

付着量記号
最小付着量

種類記号
亜鉛めっき(Z12)

製 品 質 量 断　面　性　能
型　　式

（注）断面性能のＩは、断面2次モーメント(全断面有効)、Ｚは断面係数(有効幅考慮50t)を示します。

内　　　　　　　　　　　　　　　容項　　目

［kg/ｍ ］ ［x10 ｍｍ /ｍ］ ［x10 ｍｍ /ｍ］

85 120

(mm)

(N/mm  )

曲げ応力 [ S    造 ]    σ＝      ＝  　  x10 ≦ｆ

δ＝　　　　×10 ≦      ＋5

項　　　　　目            算　　定　　式

た　わ　み

支 圧 耐 力 (N/m)

記 号 説 明

支柱
●支保工間隔　： 　Ｌ

ＬＬ

　スラブスパン： ２Ｌ

（単位：ｍｍ）

３００

２５０

２００

１９０
１８０

１７０

１６０

１５０

１４０

１３０

１２０

３００

２５０

２００

１９０

１８０

１７０

１６０

１５０

１４０

１３０

１２０

３００

１４０

２５０

２００

１９０

１８０

１７０

１６０

１５５

１５０

１４５

１３５
１３０

１２５

１２０

３００

２００

２５０

１９０

１８０

１７０

１６０

１５５

１５０

１４５

１４０
１３５

１３０

１２５

１２０
スラブ厚S(mm)

施工状況の種類
ＲＣ・ＳＲＣ造

  荷重によって決まる許容スラブスパン２Ｌを示す。

　工を設けることを原則とする。
　使用する場合、スラブスパンが３.０ｍを超えるときには中間支保

板厚 t ０.８ｍｍ１.２ｍｍ１.０ｍｍ１.２ｍｍ１.０ｍｍ０.８ｍｍ板厚 t
スラブ厚S(mm)

α=1.5α=1.25α=1.0施工割増係数

施工状況の種類建物の構造 ＲＣ・ＳＲＣ造Ｓ造、ＲＣ・ＳＲＣ造

２,３６０

２,４１０

２,５１０

２,６９０

２,８３０

２,３３０

２,５００

２,７２０

２,７５０

２,７９０

２,８２０

２,８６０

２,５４０

２,４９０

２,２９０

２,９４０

２,９７０

３,０１０

３,０８０

２,９００

２,９４０

２,９８０

２,０８０

２,２４０

２,４４０

２,４９０

２,５７０

２,９７０

３,５００

３,６３０
３,７７０

３,９２０

４,０８０

４,２６０

４,４５０

４,６７０

３,８５０

４,４３０
３,８５０

４,３９０

４,７７０

４,８５０

４,４８０

４,８１０

２,５７０

２,９７０

３,５００

３,６３０
３,７７０

３,９２０

４,０８０

４,２１０

４,３１０

４,４１０

４,５２０

２,２２０

２,５７０

３,０６０

３,１８０

３,３１０

３,４５０

３,６００

３,７７０

３,９５０

４,１５０

４,３７０

３,３３０

３,８５０

４,５７０

４,７５０

４,４２０ ３,３３０

３,８５０

４,４６０

４,５４０

４,６４０

４,７３０

４,８３０

４,１７０

４,４８０

４,８８０

２,２２０

２,５７０

３,１８０

３,３１０

３,４５０

３,６００

３,７７０

３,９５０

４,１５０

４,２７０

２,２４０

２,４００

２,６１０

２,６５０

２,７００

２,７６０

２,８１０

２,８４０

２,８７０

２,９００

２,９４０

２,９７０
３,０１０

３,０４０

３,０８０

２,０４０

２,１９０

２,３８０

２,４２０

２,４７０

２,５２０

２,５７０

２,６００

２,６３０

２,６５０

２,６８０

２,７１０
２,７５０

２,７８０

２,８１０

２,７９０

３,０６０

３,１３０

３,１６０

３,２００

３,２２０

３,２５０

３,２７０

３,２９０

３,３１０
３,３４０

３,３６０

３,３９０

２,６９０

２,８１０

２,９５０

２,９８０

３,０２０

３,０６０

３,０９０

３,１１０

３,１３０

３,１５０

３,１８０

３,２００
３,２２０

３,２５０

３,２７０

２,５００

２,６９０

２,８４０

２,８７０

２,９００

２,９４０

２,９７０

２,９９０

３,０１０

３,１００

３,１４０

２,７５０

２,７８０

２,２９０

２,４５０

２,６６０

２,７１０

２,８１０

２,８３０

２,８５０

２,８７０

２,８９０

２,９１０
２,９３０

２,９５０

２,９８０

２,０００

２,１５０

２,３４０

２,３８０

２,４２０

２,４７０

２,５２０

２,５５０

２,５８０

２,６１０

２,６４０

２,６７０
２,７００

２,７３０

２,７６０

１,８６０

２,０００

２,１８０

２,２３０

２,２７０

２,３２０

２,３７０

２,４００

２,４２０

２,４５０

２,４８０

２,５１０

２,５４０

２,５８０

２,６１０

２,１２０

２,５９０

２,６４０

２,７００

２,７３０

２,７５０

２,７７０

２,７９０

２,８１０

２,８３０

２,８５０

２,８７０

２,８８０

２,９００

２,９２０

２,９６０

２,９９０

３,０１０

３,０４０

３,１１０

３,１３０

２,８７０

３,０２０

３,０４０

３,０６０

３,０９０

３,１１０

３,１３０

３,１６０

２,６６０

２,７９０

３,１５０

３,１７０

３,２００

３,２２０

３,２５０

３,２７０

１,９００

２,０４０

２,２３０

２,２７０

２,３２０

２,４４０

２,４７０

２,５００

２,５３０

２,５６０

２,５９０

２,６３０

２,６６０

２,５４０

２,５９０

２,６４０

２,６７０

２,７００

２,７４０

２,７７０

２,８００

２,８４０

２,８７０

２,９１０

３,０６０

3)斜字部は、ＪＦ７５型枠の使用スパンの長さ(1.0～4.9ｍ)により
　決まる。

　  類 　  類 　  類

類[施工割増係数：α=1.0] 類[α=1.25]

１,６４０

１,７６０

１,９１０

１,９４０

１,９８０

２,０６０

２,０８０

２,１００

２,１３０

２,１５０

２,１８０
２,２００

２,２３０

２,２６０

１,５２０

１,６４０

１,７８０

１,８２０

１,８５０

１,８９０

１,９３０

１,９６０

１,９８０

２,０００

２,０３０

２,０５０

２,０８０

２,１００

２,１３０

２,０２０

（単位：ｍｍ）

類[α=1.5]

2

開口部

 ３ 断面応力・たわみの計算

 ２ 製 品 仕 様

 ５ 施工の要点

エンドクローズ形状

製　品　形　状

断面応力・たわみの計算は、一般に単純支持梁モデルを用いて計算する。

役物デッキプレートキャンバー

 4 作業床

 5 コンクリ
   ート打設

 1 保　管

 3 敷込み

 2 吊り込み

275□ Z27

120

種類の記号および材料

Ｉ Ｚ

ＪＦ７５-０８ 18.712012.6

ＪＦ７５-１０ 24.415015.7

ＪＦ７５-１２ 29.418018.7

ＪＦ７５-１４ 34.420621.8

ＪＦ７５-１６ 39.323224.9

□ Y18 180

□

□

□

□

□ Z12

スラブ厚さ別許容スパン早見表［施工時作業荷重1,470N/m 、施工割増係数考慮］ 中間支保工を設ける場合の許容スパン早見表［施工時作業荷重1,470N/m ］

算定式および許容値は、下表とする。

200 165

420

(４)最初のデッキプレートは４カ所を確実に梁に固定する(落下防止等安全対策)。

1)上表の数値は、中間支保工を設ける場合のＪＦ７５リブの許容支圧

2)ＲＣ造またはＳＲＣ造において梁側板型枠にＪＦ７５をのせかけて

許容支圧荷重（N/m） 19,600

0.8 1.2

ＪＦ７５ (幅1m当たり)

ＪＦ７５板厚（mm）

スパンＬの取り方

Ｌ ＬＬ

Ｐ＝ ＷＬ ≦ Ｐa

デッキ長さ デッキ長さ

ＪＦ７５　設計・施工標準 ＪＦＥ建材株式会社

 １ 型式・質量および断面性能

ＪＦ７５の設計・施工は、(社)公共建築協会「平成18年版 床型枠用鋼製デッキプレート(フラットデッキ)設計施工指針

 ４　納まり例
幅方向の割付けは、標準品（６３０幅）をベースに割付ける。

終端始端

30以上

デッキプレート割付け幅

敷込み方向

40以下

85

50以上
～340以下

630 x n

210210590

A タイプ

30以上
30以上

かかり代 50

オフセット寸法

Ｌ
Ｌ

始端

敷込み方向
30

終端

30以上
50
かかり代 30

継ぎ筋調整プレート

50以上
～340以下

標準 + Ｐ
役物 + Ｐ

630 x nA タイプ

590

30

カンザシアングル

さん木

せき板

オフセット寸法
40以下

タイプ

630xn
有効幅 360～310

30以上 30以上

リブ間 100以上

ＳＲＣ造 先行敷きの場合 C

Ｌ
Ｌ

標準 + Ｐ
役物 + Ｐ

始端 デッキプレート割付け幅

敷込み方向
のみ込み代 10

610

A タイプ 630 x n
～360以下

100以上

30以上
のみ込み代10

終端

85
のみ込み代 10

横さん木 50x25
オフセット寸法

40以下せき板
t=12 縦さん木 50x25

＠600以下

スクリュー釘 ＠210
釘又は、

役物 + Ｐ
標準 + ＰＬ

Ｌ

630xn
有効幅 590～520

30以上 30以上

リブ間 100以上

タイプA
デッキプレート割付け幅

 4-1　割付け
(１)鉄骨造（Ｓ造）

(３)ＲＣ置きスラブ（地中梁） (４)終端役物の有効幅

（２）鉄筋コンクリート造（ＲＣ造） 鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ造）

デッキプレート受アングル

継
手

プ
レ

ー
ト

梁

梁

柱

アークスポット溶接又はすみ肉溶接

現場切断

溶接 210ピッチ

かかり代 50

継手プレート

梁

現場切断

は現場切断

※柱コーナーおよび継手プレート部の切断は現場加工

(ｂ) (ｃ)

支保工

大引

支保工スパン 支保工スパン
スラブスパン

ＪＦ７５

 4-2　各所の納まり 4-3　中間支保工設置

(１)Ｓ造継手プレート部の納まり

(７)Ｓ造床板と梁に段差のある場合

(２)Ｓ造斜め梁の納まり

(４)Ｓ造柱廻りの納まり (５)Ｓ造水平ハンチの納まり

(６)Ｓ造梁の段差（レベル差）がある場合

デッキプレート受けは、設計荷重を十分支持可能な部材及び取付方法とする。
デッキプレート受けのサイズは 建築設計者が決定すること。

敷込み方向

柱

梁

620

630

630

30以上

50以
上

かかり代

※柱コーナー切断は現場加工

かかり代
梁

梁

柱

620 630 630

エンドクローズ
120

75ＪＦ７５

JF75

 4-4　開口部納まり例
配線・配管・空調ダクト等の開口部の施工は、原則として下Ａ図のように予め型枠で囲い、コンクリート打設硬化後に
デッキプレートを切断する。開口部の大きさにより、デッキプレートとコンクリートが剥離する恐れがある場合、切断
部周辺に「落下防止金物」を取り付ける。

Ａ)コンクリート硬化後に開口部切断  　                   Ｂ)コンクリート打設前に開口部切断

コンクリート止め
落下防止金物

開口部

開口部 落下防止金物

63
0

Ａ

落下防止金物

コンクリート止め

コンクリート硬化後

断面

Ａ部詳細

（幅630mm）

ＪＦ７５

ＪＦ７５切断

ＪＦ７５

平面

補強支保工
大引

□(　　　　　　   　　)[ 　　kN/m　]

□ 1,470N/m  [ポンプ工法]            □ 2,450N/m  [ホッパー・バケット工法]
□(　　　　 N/m　)[             　　　　]

施工時作業荷重

・同解説」による。 ＪＦ７５評価番号 [評価 第911-00100802号]

2
［ｍｍ］
板厚

[kg/枚/ｍ] 4 4 3 3

SGHC
SGCC

（両面）
2[g/ｍ  ]

使　　用　　材　　料

JIS G 3317｢溶融亜鉛-5％アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯｣
降伏点205N/mm 、引張強さ295N/mm 以上

2 2

2

　　　Z27及びY18製品については、事前にご相談下さい。

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

×

　釘孔加工(＠600mm)を施します。

2Ｗ ：フラットデッキ自重        Ｗ ：作業荷重(下記)3

Ｗ ：スラブ自重＝（スラブ厚）×（鉄筋コンクリート単重）11 2 3

2

2

2

33

3[鉄筋コンクリート単重]
コンクリート

施工状況の種類 施工割増係数(α)

ＲＣ造またはＳＲＣ造の場合で、荷重条件、施工条件等の適切な設定、管理に
より施工上の安全性が確実に確保される場合。

　類以外のＲＣ造またはＳＲＣ造の場合で、板厚１.０ｍｍまたは板厚
１.２ｍｍのフラットデッキを使用する場合。

　類以外のＲＣ造またはＳＲＣ造の場合で、板厚０.８ｍｍのフラットデッキ
を使用する場合。

2

[RC・SRC造]   σ＝     ＝　    x10 ≦
M
Z 8Z

WL
2

3 b
α
ｆ

b
3WL

2

8ZZ

M

C5WL
384EI

4
9

180
Lx103

9,800 14,700

1.0

０.８ｍｍ １.２ｍｍ１.０ｍｍ１.６ｍｍ１.４ｍｍ１.２ｍｍ１.０ｍｍ ０.８ｍｍ

普
 
通
 コ
 
ン
 ク
 リ
 ー

 ト

24
3kN/m

kN/m3

軽
 
量
 コ
 
ン
 ク
 
リ
 ー

 ト

20

3kN/m

24

普
通
コ
ン
ク
リー

ト

kN/m3

軽
量
コ
ン
ク
リー

ト

20

2

始端・終端調整には役物、終端には調整プレートを使用する。

調整プレート 調整プレート
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斜め切断
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サポート

(３)ＲＣ、ＳＲＣ造斜め梁

製品長さ

 85 mm　　　　    750～4900 mm
50、120 mm 　     1000～4900 mm

製品長さエンドクローズ長さ

接合部詳細図

5～10mm

750～4900mm

＠   600水抜き孔 ≒

2

　　プレートの場合は、接合部分の変形、破損しやすいのでなるべく避ける。

(２)受圧面積が極端に小さい集中荷重は避ける。集中荷重のかかる場合は、厚板等

　　を敷くなりして受圧面積を大きくしておく。

(施工)
特　記

特殊なケースの場合は、その都度施工法を充分に検討し施工すること。
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 δ：最大たわみ　　　　　　　　　   　　 （ mm ）
 C ：たわみ算定用係数　（C=1.6）

 L ：スパン 　　　　　　　　　　　　　 　 （ m ）
　E=2.05×10  N/mm 

 α：施工割増係数[ 別表参照 ]

ｂ ｂ

 σ：曲げ応力度　　　　　　　　　　　    （N/mm ）
ｆ ：許容曲げ応力度　ｆ = 205              （N/mm ）
 M ：最大曲げモーメント                  （N･mm/m）
 Z ：断面係数（有効幅５０ｔ考慮）  　　   （mm /m）

 W ：設計（上載）荷重                      （N/m ）

 E ：鋼材のヤング係数                     （N/mm ）
 I ：断面２次モーメント(全断面有効)      （mm /m）

 Ｐ：ＪＦデッキリブ支圧荷重　　　　　 　 　　 (N/m)
Ｐa：許容支圧荷重[ 別表参照 ]　　　　  　  　(N/m)
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2
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3

2

柱廻りのデッキプレート受け材 FB-50x6等

デッキプレート受け FB-50x6等

柱廻りのデッキプレート受け材 500～900ピッチ

デッキプレート受け FB-50x6等

デッキプレート受け FB-50x6等

デッキプレート受け
デッキプレート受け (フラットバー)
 FB-50以上

(３)クレーンの揚重能力の検討、パレットを用いる等安全対策を考える。

(３)２枚目以降は最初のデッキプレートに倣うので最初の位置決めを確実に行う。

　　かかり寸法は厳守する。

(５)敷込み後は速やかに溶接等で固定する。

(４)資材等を仮置する場合は、デッキプレートに負担がかからないよう充分配慮

　　して置く。特に0.8～1.0ｍｍは注意する。

デッキプレート受けデッキプレート受け

(ａ)

JF75デッキプレート受け（別途）
L-75x75x6等

(１)一時的な作業床で使用することも考えられるが、板厚が0.8～1.0ｍｍのデッキ

(１)打設では、打設荷重、作業荷重、打設用配管等の施工荷重を極力低減する
　　ようにし、過荷重には充分注意する。

SZACC
SZAHC

S2部対象(仮設材のため､サイズの選定を行うこと)
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ピット伏図
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構造設計一級建築士　第9054号

（仮称）新上井草保育園 新築工事
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特記無き限り

・ピットSLは1FL-1,850とする

・　　　はスラブ主筋方向を示す

位置指定道路

FS1

上部フカシ FL-1,300
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上部点検口

上部点検口

上部点検口

上部点検口

・　　 は人通口(φ600)を示す

・床付け地盤を確認すること

釜場 600×1200×500
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（仮称）新上井草保育園 新築工事
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一級建築士　第331629号

小谷 竜士

構造設計一級建築士　第9054号

（仮称）新上井草保育園 新築工事

特記無き限り

・2SLは2FL-50とする

・　　 は2FL-150を示す
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（仮称）新上井草保育園 新築工事 スラブリスト・雑詳細図
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一級建築士　第331629号

小谷 竜士

構造設計一級建築士　第9054号

（仮称）新上井草保育園 新築工事
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支持層の確認、及び確認方法は徹底する事。

劣化が著しい場合は、転用を禁止する場合がある。

鉄筋工事

地業工事

杭工事

コンクリート工事

型枠工事

鉄骨

直接基礎、べた基礎の場合は、床付け地盤を良く確認する事。部分的に軟弱な箇所は砂利などで置換する事。

試験杭時に、地盤調査サンプルを現場に用意する事。

杭芯施工誤差は墨出し後、速やかに報告する事。

ミルシート、及びタグを整理して保管する事。

高強度せん断補強筋は材料承認を得る事。

圧接は事前に免許を提出し、また１日ごとに作業者の写真記録をする事。

圧接の外観検査者を明確にする事。

監理者による配筋検査は施工者による自主検査が完了した上で行う事。

配筋は施工者による自主検査シートを必ず保管する事。

監理者による配筋検査の是正箇所は写真にて速やかに提出する事。

配筋に対する質疑は必ず書面で事前に提出する事。

壁筋のドーナッツスペーサーはなるべく縦向きに使う事。

結束線はメッキ処理したものを使い、コンクリート表面に露出することが無いように配置する事。

配合計画書を提出する事。

単位水量を極力抑えた配合とする事。

雨天の打設は禁止する。降雨の懸念のある日の打設も禁止する。

生コンの受け入れ検査、及び受け入れ時間管理を徹底する事。

生コンの運搬時間、外気温、打設階数により適宜スランプロスを見込む事。

転用に際しては劣化対策を行う事。

スラブ、梁下の支保工は２８日間解体しない事。

せき板はＳ01に基づき、コンクリート硬化に必要な水分が抜けださないように留意する事。

鉄骨図および質疑は必ず書面にて提出する事。

第三者検査は設計図に基づき、外観検査「全溶接部」（隅肉溶接含む）とする事。

社内、第三者ともＵＴはＡ面Ｂ面について行う事。

ミルシートは整理して保存、提出する事。

場所打ちコンクリート杭はスライム処理、およびコンクリートの確実な打設に留意すること。

設備
スリーブ補強筋はメーカー検討書を事前に提出し承認を得る事。

スリーブ補強筋は認定の範囲で使用する事。

スリーブと鉄筋の被りを確保する事（床、壁、梁）。

スリーブボイドの固定は、錆止めを考慮した鋼材または金具を使用する事。

スリーブにより床筋、壁筋を切断した際は、必ず適切な補強筋を設ける事。

ＣＤ管の被りを確保する事。

ＣＤ管は間隔を確保して配置する事。

QLデッキは各指定仕様に基づき、単純梁割り付け部は耐火補強筋を設ける事

施工の要点

スペーサーに鉄筋を用いないこと。やむを得ず用いる場合はその鉄筋の被りを確保すること。
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